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村
政
執
行
方
針

令
和
８
年
度

髙 橋 昌 幸村長

　

令
和
８
年
第
１
回
村
議
会
定
例

会
の
開
会
に
あ
た
り
、
私
の
村
政
に

対
す
る
執
行
方
針
を
申
し
述
べ
、
村

議
会
議
員
並
び
に
村
民
各
位
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

Ⅰ
．
基
本
方
針

　

私
は
、
去
る
２
月
22
日
に
執
行
さ
れ
た
神

恵
内
村
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
村
議
会
議

員
各
位
を
は
じ
め
、
村
民
の
皆
様
か
ら
の
温

か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
当
選
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
引
き
続
き
７
期
目
の
村
政
を
担
わ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
こ
と
は
誠

に
光
栄
な
こ
と
で
あ
り
、
心
か
ら
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

自
ら
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
の
大
き
さ
と
責

任
の
重
さ
に
、
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
あ
り
、
本
村
の
発
展
に
向
け
、
初
心
に

立
ち
返
り
、
全
身
全
霊
で
職
務
に
邁
進
す
る

決
意
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご

指
導
、
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
が
村
長
に
就
任
し
て
以
来
、｢

村

民
主
体
・
村
民
本
位｣

の
理
念
の
も
と
、
水

産
業
・
商
工
・
観
光
業
の
振
興
、福
祉
・
医
療
・

保
健
体
制
の
充
実
、
子
育
て
・
教
育
環
境
の

充
実
、
防
災
対
策
の
強
化
、
そ
し
て
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
や
物
価
高
騰
対
策
な
ど

村
民
の
皆
様
が
安
全
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し

を
実
現
す
る
た
め
に
、
各
種
事
業
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
本
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
極

め
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
少
子
高

齢
化
に
伴
う
人
口
減
少
の
克
服
と
地
方
創
生

の
推
進
は
待
っ
た
な
し
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
脱
炭
素
化
と

い
っ
た
社
会
変
革
の
動
き
に
も
的
確
に
対
応

し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
本
村
の
将
来
に

必
要
な
施
策
を
着
実
に
実
施
・
展
開
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
神
恵
内
村
の
将
来
を
見
据

え
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
礎
に
、
次
の
世
代

へ
持
続
可
能
な
地
域
を
引
き
継
ぐ
た
め
、
７

期
目
に
お
い
て
特
に
重
点
的
に
取
り
組
む
政

策
目
標
を
次
の
と
お
り
掲
げ
ま
す
。

　
１
．
産
業
の
振
興（
各
漁
港
整
備
と
水
産
関

連
施
設
の
改
修
、
ウ
ナ
ギ
養
殖
と
ウ
ニ
陸

上
養
殖
の
推
進
、
関
係
人
口
・
交
流
人
口

の
拡
大
、産
官
学
、他
地
域
と
の
連
携
強
化
、

青
少
年
旅
行
村
の
再
開
発
、
新
規
就
業
者

対
策
の
強
化
）

２
．
防
災
対
策
の
充
実（
治
山
事
業
の
推
進
、

避
難
施
設
の
整
備
促
進
）

３
．
福
祉
・
医
療
・
保
健
の
連
携
強
化（
高
齢

者
施
設
の
整
備
、
予
防
医
療
の
推
進
、
予

防
歯
科
事
業
の
推
進
、
移
住
・
定
住
へ
の

支
援
策
強
化
、
高
校
生
・
大
学
生
へ
の
支

援
策
強
化
）

４
．
教
育
の
充
実（
教
育
環
境
の
整
備
促
進
、

教
育
Ｄ
Ｘ
の
推
進
）

５
．
環
境
保
全
対
策
の
推
進（
簡
易
水
道
の

計
画
的
整
備
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及

拡
大
）

６
．
協
働
の
村
づ
く
り（
広
報
・
広
聴
活
動

の
充
実
、
集
落
支
援
体
制
の
充
実
）

７
．
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分

に
つ
い
て（
概
要
調
査
に
対
す
る
判
断
は
、

村
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
伺
い
し
た
う

え
で
決
定
）

　　

以
上
の
７
つ
を
政
策
の
柱
に
位
置
付
け
、

村
長
に
就
任
以
来
の
理
念
で
あ
る
村
民
の
皆

様
と
共
に
考
え
、共
に
行
動
し
、｢

村
民
主
体
・

村
民
本
位｣
を
念
頭
に
政
策
の
実
現
に
向
け

て
、
全
職
員
が
一
丸
と
な
り
村
政
に
取
り
組

み
、
村
民
と
共
に
創
る
協
働
の
村
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
員
各
位
を
は

じ
め
村
民
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
22

億
７
３
０
０
万
円
で
、
前
年
度
対
比
８
６
０

０
万
円
、
３
・
６
％
の
減
、
一
般
会
計
及
び

３
特
別
会
計
、
簡
易
水
道
事
業
会
計
の
予
算

総
額
は
27
億
１
６
２
４
万
円
で
２
３
７
３
万

円
、
０
・
１
％
の
減
と
な
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
表
の
と
お
り

で
す
。

　

本
村
の
財
政
状
況
は
、
財
政
健
全
化
判
断

比
率
で
健
全
性
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

財
政
力
指
数
は
０
・
１
０
と
低
く
基
本
的
な

財
務
体
質
は
脆
弱
で
す
。

　

歳
入
に
お
い
て
は
、
自
主
財
源
で
あ
る
村

税
の
占
め
る
割
合
が
約
４
・
２
％
と
依
然
と

し
て
低
く
、
そ
の
財
源
不
足
を
地
方
交
付
税
、

村
債
、
財
政
調
整
基
金
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
基
金
で
補
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
・
北
海

道
の
制
度
財
源
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

村
税
を
は
じ
め
使
用
料
な
ど
各
種
収
入
率
の

向
上
に
努
力
し
、
財
源
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

歳
出
に
お
い
て
は
、
物
価
高
騰
な
ど
い
ま

だ
先
行
き
が
不
透
明
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
振
興
、
か
も
え

な
い
竜
神
温
泉
を
核
と
し
た
商
工
観
光
業
振

興
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
、
災
害
か
ら

住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
防
災
対
策
、
ま

た
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
村
づ
く
り

を
目
指
し
た「
移
住
・
定
住
子
育
て
応
援
給

付
金
支
給
事
業
」の
創
設
に
よ
る
日
本
一
を

目
指
し
た
子
育
て
支
援
対
策
や
教
育
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
が
安
心
に
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
福
祉
・
医
療
・
保
健
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
し
た
村
づ
く
り
を
目
指
し
、
地

Ⅱ
．
予
算
編
成
方
針
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総額
27億1，623万8千円
（前年度比　2,373万2千円減）

令和８年度

当初予算

域
課
題
の
解
決
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対

応
し
、
最
小
限
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
得

ら
れ
る
こ
と
を
念
頭
に
編
成
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
予
算
規
模
は
縮

小
し
て
お
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
電
源
立
地

地
域
対
策
交
付
金
を
活
用
し
た
各
種
事
業
を

計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
村
政
懇
談
会
や
各
町
内
会
等
か
ら

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
要
望
等
に

つ
い
て
も
十
分
検
討
し
、
そ
の
実
現
に
努
め

ま
し
た
。

　
今
後
は
、
実
質
公
債
費
比
率
が
高
く
推
移

す
る
見
通
し
に
あ
る
た
め
、
適
切
な
財
政
運

営
に
努
め
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
を
は
じ
め
と
す

る
各
特
別
会
計
や
簡
易
水
道
事
業
会
計
に
お

い
て
も
、
基
本
的
な
財
政
運
営
及
び
管
理
は

一
般
会
計
と
同
様
に
脆
弱
で
す
が
、
独
立
採

算
の
原
則
に
立
ち
、
経
費
の
削
減
・
合
理
化

や
税
、
保
険
料
等
の
収
納
率
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

一般会計予算

22億7,300万円
（前年度比　8,600万円減）

特別会計予算

9,400万円
（前年度比　1,070万円増）

簡易水道事業会計予算

3億4,923万8千円
（前年度比　5,156万8千円増）

令　和
８年度

令　和
７年度 増減額 増減率

会　計　区　分
比　　　較

令　和
８年度

令　和
７年度 増減額 増減率

比　　　較

（単位：千円）

一般会計及び特別会計当初予算の規模

（単位：千円）

一般会計歳入予算

2,273,000

33,500

26,100

34,400

34,400

2,367,000

2,359,000

28,300

20,600

34,400

34,400

2,442,300

86,000

5,200

5,500

0

0

75,300

3.6

18.4

26.7

0.0

0.0

3.1

△

△

△

△

94,600

9,300

800

1,200

22,000

300

800

1,080,000

2,271

71,530

40,111

246,012

5,526

7,100

455,910

100,000

107,430

28,110

2,273,000

94,000

10,400

700

1,000

22,000

900

200

1,080,000

2,070

86,530

189,840

192,170

5,830

7,100

385,647

50,000

123,140

107,473

2,359,000

600

1,100

100

200

0

600

600

0

201

15,000

149,729

53,842

304

0

70,263

50,000

15,710

 79,363

 86,000

0.6

10.6

14.3

20.0

0.0

66.7

300.0

0.0

9.7

17.3

78.9

28.0

5.2

0.0

18.2

100.0

12.8

73.8

3.6

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

一 般 会 計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

　介護サービス事業勘定

　 合 　 　 計 　

村 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

法 人 事 業 税 交 付 金

地 方 消 費 税 交 付 金

環 境 性 能 割 交 付 金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

国 庫 支 出 金

道 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

村 債

　 合 　 　 計 　

区　　　　　分

％

％

（単位：千円）

簡易水道事業会計
当初予算の規模

145,008

184,639

329,647

110,343

166,760

277,103

34,665

17,879

52,544

31.4

10.7

19.0

収　入 令　和
７年度

令　和
８年度 増減額 増減率

比　　　較

事 業 収 益

資本的収入

合　　計

％

110,345

238,893

349,238

113,418

184,252

297,670

△3,073

54,641

51,568

△  2.7

29.7

17.3

支　出 令　和
７年度

令　和
８年度 増減額 増減率

比　　　較

事 業 費 用

資本的支出

合　　計

％
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◇
地
域
防
災
対
策

　

気
候
変
動
等
に
よ
り
激
甚
化
、
頻
発
化
し

て
い
る
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、
関
係
機
関

と
連
携
を
は
か
り
、
住
民
参
加
の
避
難
訓
練

を
実
施
し
、
職
員
の
災
害
時
に
お
け
る
体
制

の
確
認
と
村
民
の
防
災
意
識
の
向
上
を
は
か

り
ま
す
。

　

ま
た
、
神
恵
内
村
災
害
時
備
蓄
計
画
に
基

づ
き
非
常
食
や
避
難
所
の
備
品
を
整
備
し
、

災
害
時
に
備
え
ま
す
。

▼
避
難
所
用
非
常
食
・
毛
布
等
購
入
費

 

69
万
１
千
円

◇
行
政
事
務
効
率
化
の
推
進

　

多
様
化
・
複
雑
化
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

維
持
す
る
た
め
に
、
事
業
の
見
直
し
と
重
点

化
を
は
か
り
、
少
数
の
人
員
で
も
業
務
が
実

施
で
き
る
よ
う
改
善
を
進
め
ま
す
。
ま
た
生

成
人
工
知
能（
生
成
AI
）等
新
た
な
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
事
務
の
効
率
化
を

は
か
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

▼
行
政
事
務
効
率
化
検
討
業
務
委
託
料

 

４
５
０
万
円

◇
情
報
化
の
推
進

　

Ｉ
Ｐ
告
知
放
送
設
備
及
び
テ
レ
ビ
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
設
備
は
、
情
報
を
伝
達
す
る
う

え
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
の
で

適
切
に
運
用
し
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
組
織
と
し
て
必
要
な
各
種
情

報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
適
切
に
管
理
運
用

し
、
住
民
生
活
の
利
便
性
向
上
に
努
め
ま
す
。

▼
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
費

 

５
８
１
１
万
円

◇
交
通
安
全
対
策

　
「
毎
日
が
交
通
安
全
の
日
」を
合
言
葉
に
、

悲
惨
な
交
通
事
故
を
無
く
す
た
め
、
村
民
あ

げ
て
交
通
安
全
対
策
に
取
り
組
む
体
制
の
も

と
、
事
故
死
ゼ
ロ
の
記
録
を
更
新
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
旗
の
波
作
戦
な
ど
の
啓
発
運
動
を

通
し
て
交
通
安
全
思
想
の
普
及
に
努
め
、
交

通
事
故
の
な
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

▼
交
通
安
全
運
動
推
進
委
員
会
運
営
補
助
金

 

70
万
円

▼
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
事
業
費
補
助
金

 

５
万
円

▼
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
事
業
費
補
助

金 

５
万
円

◇
広
報
広
聴
活
動

　
「
村
民
主
体
・
村
民
本
位
」の
村
づ
く
り
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
村
民
と
行
政
が
情
報

を
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

広
報
紙
や
Ｉ
Ｐ
告
知
放
送
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
を
活
用
し
て
、
様
々
な
情
報
を
わ
か

り
や
す
く
発
信
す
る
と
と
も
に
、
村
政
懇
談

会
の
開
催
や
広
聴
は
が
き
に
よ
り
、
多
く
の

声
を
行
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

▼
文
書
広
報
費 

２
８
２
万
円

一般会計歳出予算

令　和
８年度

令　和
７年度

令　和
７年度増減額 増減率

区　　　分
比　　　較

（単位：千円） （単位：千円）

人 件 費

物 件 費

維 持 補 修 費

扶 助 費

補 助 費 等

公 債 費

積 立 金

投資及び出資金

貸 付 金

投 資 的 経 費

　うち補助分

　うち単独分

繰 出 金

予 備 費

　合　　計　

437,720

777,522

50,679

71,889

382,112

235,000

58,700

0

150

142,900

10,000

132,900

115,028

1,300

2,273,000

440,296

910,865

47,022

71,871

451,060

170,000

32,200

0

150

147,920

102,200

45,720

86,416

1,200

2,359,000

2,576

133,343

3,657

18

68,948

65,000

26,500

0

0

 5,020

92,200

87,180

28,612

100

86,000

0.6

14.6

7.8

0.0

15.3

38.2

82.3

0.0

0.0

3.4

90.2

190.7

33.1

8.3

3.6

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

％

令　和
８年度 増減額 増減率

区　　　分
比　　　較

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

諸 支 出 金

予 備 費

　合　　計　

35,700

894,220

197,700

321,000

280

87,300

86,700

124,900

93,400

136,800

235,000

58,700

1,300

2,273,000

35,870

970,600

229,900

260,350

280

133,600

199,000

103,900

141,000

81,100

170,000

32,200

1,200

2,359,000

 170

 76,380

32,200

60,650

0

46,300

 112,300

21,000

47,600

55,700

65,000

26,500

100

86,000

 0.5

 7.9

 14.0

23.3

0.0

 34.7

56.4

20.2

33.8

68.7

38.2

82.3

8.3

3.6

％
△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

性　質　別 目　的　別

Ⅲ
．
主
な
事
業
計
画

1

総
務
関
係
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◇
職
員
研
修
の
推
進

　

多
様
な
行
政
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

管
理
職
員
を
自
治
大
学
校
へ
、
若
手
職
員
を

各
種
研
修
へ
派
遣
し
、
更
な
る
資
質
向
上
を

は
か
り
ま
す
。

　

全
職
員
の
定
期
健
康
診
断
等
を
実
施
し
、

健
康
管
理
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
職
員
の
ド
ロ
ー
ン
等
の

国
家
資
格
取
得
を
推
進
し
ま
す
。

▼
職
員
研
修
費 

１
０
４
万
４
千
円

▼
職
員
厚
生
費 

１
１
４
万
１
千
円

▼
ド
ロ
ー
ン
等
国
家
資
格
取
得
費

 

65
万
５
千
円

◇
地
域
交
通
対
策

　

令
和
６
年
10
月
か
ら
沿
線
４
町
村
で「
岩

宇
地
域
海
岸
線
・
し
お
か
ぜ
ラ
イ
ン
」の
運

行
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

村
の
独
自
施
策
と
し
て
全
村
民
無
料
と
す

る
こ
と
に
よ
り
利
用
促
進
を
は
か
る
と
と
も

に
、
岩
宇
地
域
を
つ
な
ぐ
住
民
生
活
に
欠
か

せ
な
い
本
路
線
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

▼
地
域
交
通
対
策
事
業 

１
４
１
３
万
５
千
円

◇
地
籍
調
査
事
業

　

地
籍
調
査
は
、
３
地
区
目
の
ツ
ボ
石
地
区

の
調
査
が
終
了
し
た
た
め
、
北
海
道
に
対
し

認
証
請
求
及
び
法
務
局
に
対
し
て
成
果
物
の

写
し
の
送
付
を
行
い
ま
す
。

▼
地
籍
調
査
事
業
費 

60
万
円

◇
移
住
・
定
住
・
交
流
推
進
対
策

　

本
村
は
、
急
速
に
進
行
す
る
人
口
減
少
と

少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
地
域
活
力
の
維
持
や

教
育
環
境
の
確
保
、
産
業
の
担
い
手
確
保
と

い
っ
た
地
域
社
会
の
持
続
可
能
性
に
直
結
す

る
重
大
な
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

特
に
子
ど
も
の
数
の
減
少
は
、
学
校
運
営

の
縮
小
、
地
域
行
事
の
担
い
手
不
足
、
将
来

の
労
働
力
減
少
、
地
域
経
済
の
縮
小
へ
と
連

鎖
し
、
や
が
て
は
自
治
体
経
営
そ
の
も
の
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、本
年
度
は「
日

本
一
子
育
て
し
や
す
い
村
づ
く
り
元
年
」と

し
て
、
都
市
部
で
暮
ら
す
子
育
て
世
帯
か
ら

〝
移
住
先
と
し
て
選
ば
れ
る
村
〞
と
な
る
た

め
の
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
私
が
選
挙
公
約
で
掲
げ
た
子

育
て
世
帯
へ
の
支
援
拡
充
と
し
て
、
神
恵
内

村
子
育
て
世
帯
移
住
定
住
生
活
応
援
給
付
金

（
通
称
：
神
の
子
給
付
金
）給
付
制
度
を
創
設

し
ま
す
。

　

神
の
子
給
付
金
は
、
村
内
に
住
所
を
置
く

未
就
学
児
と
神
恵
内
小
中
学
校
に
通
学
す
る

児
童
生
徒
を
養
育
す
る
保
護
者
に
対
し
、
子
ど

も
一
人
当
た
り
月
額
２
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

　

子
ど
も
の
誕
生
か
ら
中
学
卒
業
ま
で
最
大

３
８
２
万
円
の
支
給
額
は
、
村
が
調
べ
た
と

こ
ろ
全
国
１
位
タ
イ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
手
厚
い
支
援
を
行
う
こ
と
で
子
育
て
世

帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
を
力
強
く
支

え
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
方
針
の
福
祉
対
策
や
保
健
対
策

に
掲
げ
る
従
来
独
自
の
手
厚
い
子
育
て
支
援

を
総
合
的
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
再
構
築
し
、

そ
の
魅
力
を
村
外
へ
積
極
的
に
発
信
し
ま
す
。

　

特
に
東
京
都
な
ど
の
大
都
市
圏
で
は
、
通

勤
負
担
や
住
居
費
・
教
育
費
の
高
騰
に
よ
っ

て
厳
し
い
生
活
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
シ
ン

グ
ル
ペ
ア
レ
ン
ト
世
帯
に
対
し
、
単
な
る
移

住
促
進
で
は
な
く「
生
活
再
建
型
移
住
支
援
」

と
し
て
、
仕
事
の
確
保
を
前
提
と
し
た
移
住

の
仕
組
み
、
都
市
部
と
比
較
し
て
住
居
費
を

大
幅
に
軽
減
で
き
る
環
境
、
孤
立
を
生
ま
な

い
支
援
体
制
の
構
築
、
教
育
・
医
療
の
安
心

確
保
な
ど
、
仕
事
・
住
ま
い
・
子
育
て
を
一

体
で
支
え
る
包
括
的
支
援
を
行
う
た
め
の
体

制
の
構
築
と
戦
略
づ
く
り
を
全
庁
挙
げ
て
取

り
組
む
と
と
も
に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
、

副
業
型
地
域
活
性
化
起
業
人
、
地
域
商
社
及

び
村
内
各
関
係
団
体
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
ま
ず
は
支
援
制
度
の「
充
実
」と

「
見
え
る
化
」を
両
輪
と
し
て
、
地
域
ぐ
る
み

の
受
入
れ
態
勢
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
が
創
設
を
進
め
る「
ふ
る
さ
と
住
民
登

録
制
度
」は
、
居
住
地
に
か
か
わ
ら
ず
特
定

の
自
治
体
に
継
続
的
に
関
わ
る
人
を「
ふ
る

さ
と
住
民
」と
し
て
登
録
す
る
制
度
で
、
従

来
の
観
光
客
や
移
住
者
で
は
な
い
、
い
わ
ゆ
る

「
関
係
人
口
」を
可
視
化
し
て
地
域
と
の
持
続

的
関
係
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
本
村
に
対
し
、
ふ
る
さ
と
納
税

や
観
光
リ
ピ
ー
タ
ー
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
と

し
て
関
わ
り
が
あ
り
、
神
恵
内
村
に
対
し
て

熱
い
想
い
を
寄
せ
る
方
々
に
登
録
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
準
備
を
進
め
、
単
な
る
応
援
に

と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

副
業
と
し
て
地
域
の
担
い
手
の
確
保
・
拡
大

に
も
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
で
、
将
来
的
な
二

地
域
居
住
や
移
住
を
視
野
に
入
れ
た
持
続
的

な
関
係
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

▼
子
育
て
世
帯
移
住
定
住
生
活
応
援
給
付
金

給
付
事
業 
９
６
０
万
円

▼
地
域
お
こ
し
協
力
隊
費 

１
７
８
１
万
円

▼
副
業
型
地
域
活
性
化
起
業
人
業
務
従
事
負

担
金 

２
０
０
万
円

▼
第
４
回
ド
ロ
ー
ン
サ
ッ
カ
ー
大
会
神
恵
内

カ
ッ
プ 

１
７
２
万
２
千
円

▼
地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
事
業
費

 

65
万
円

◇
空
き
家
対
策

　

廃
墟
化
し
、
倒
壊
の
お
そ
れ
が
あ
る「
特

定
空
き
家
」の
除
却
を
進
め
る
た
め
、
本
年

度
も
解
体
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

　

管
理
が
不
十
分
で
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば

「
特
定
空
き
家
」に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る「
管

理
不
全
空
き
家
」に
つ
い
て
は
、
所
有
者
に

適
切
な
管
理
と
活
用
を
促
し
ま
す
。

▼
危
険
空
家
対
策
支
援
事
業
補
助
金

 

２
５
０
万
円

※

解
体
工
事
費
の
１
／
２　

上
限
50
万
円

　

本
年
１
月
末
現
在
に
お
け
る
本
村
の
人
口

構
成
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
数
は
３
３
６

人（
高
齢
化
率
46
・
９
％
）、
就
学
前
の
児
童

数
は
11
人（
１
・
５
％
）と
な
っ
て
お
り
、
依

然
と
し
て
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
移
動
支
援
と
し

て
、
岩
宇
４
町
村
で
運
行
す
る「
し
お
か
ぜ

ラ
イ
ン
」に
お
い
て
、
引
き
続
き「
ど
こ
で
も

パ
ス
」に
よ
る
全
路
線
無
料
乗
車
を
継
続
し

ま
す
。
併
せ
て
、
村
内
の
日
常
生
活
に
お
け

る
利
便
性
向
上
の
た
め
、「
た
つ
姫
号
」の
運

2

福
祉
対
策

　

次
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
は
、
奨

学
金
返
還
額
の
２
分
の
１
以
内
で
、
年
最
大

24
万
円
の
補
助
を
受
け
ら
れ
ま
す
。（
所
得

制
限
あ
り
）

〇
補
助
制
度
を
受
け
ら
れ
る
方

・
大
学
、
大
学
院
、
高
校
な
ど
に
進
学
し
、

在
学
中
に
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
た
方

・
本
村
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方

・
す
で
に
奨
学
金
を
返
還
し
て
い
る
方
、
ま

た
は
開
始
し
よ
う
と
す
る
方

・
奨
学
金
の
返
還
に
滞
納
が
な
い
方

・
村
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

・
同
種
の
補
助
金
等
の
交
付
を
受
け
て
い
な

い
方

〇
申
請
必
要
書
類

・
奨
学
金
等
の
貸
与
を
証
す
る
も
の
の
写
し

・
奨
学
金
等
の
返
済
に
滞
納
が
な
い
こ
と
を

証
す
る
も
の
の
写
し

・
奨
学
金
等
の
１
年
間
の
返
還
金
相
当
額
が

分
か
る
書
類

・
住
民
票
の
写
し

・
源
泉
徴
収
票

・
卒
業
証
書
等
の
卒
業
の
事
実
を
証
明
で
き

る
も
の

【 

問
合
せ 

】

　

企
画
振
興
課
企
画
振
興
係
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行
を
継
続
し
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
対
策
に
つ
い
て
は
、
老
人
福

祉
寮
や
高
齢
者
共
同
生
活
支
援
施
設（
友
遊

館
）を
核
と
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
生
活
で
き
る
基
盤
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に
つ

い
て
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、
要
支
援
者
等
へ
の
効
果
的
な
支
援
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
公
益
的
な
役
割
を
担
う

社
会
福
祉
協
議
会
や
高
齢
者
団
体
の
活
動
を

引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
対
策
に
つ
い
て
は
、
重
度

心
身
障
が
い
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

生
活
扶
助
及
び
医
療
費
扶
助
事
業
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
た
生
活
支
援
を
展
開
し
ま
す
。

　

児
童
福
祉
対
策
に
つ
い
て
は
、
神
恵
内
保

育
所
等
複
合
施
設
に
お
い
て
、
子
ど
も
が
安

心
し
て
過
ご
せ
る
生
活
の
場
を
提
供
し
、
子

育
て
支
援
の
充
実
を
は
か
り
ま
す
。
ま
た
、

今
年
度
か
ら
全
国
の
自
治
体
で
実
施
さ
れ
る
、

誰
で
も
時
間
単
位
で
保
育
所
を
利
用
で
き
る

｢

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度｣

を
開
始
し
、
結

婚
・
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
の
各
段
階
に
応

じ
た
切
れ
目
の
な
い
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
つ
い
て

は
、
令
和
４
年
度
の
稼
働
以
来
、
順
調
に
普

及
し
て
い
る「
か
も
え
な
い
チ
ャ
ン
ネ
ル（
か

も
チ
ャ
ン
）」の
よ
り
活
発
な
運
用
と
利
用
促

進
を
は
か
り
ま
す
。

　

避
難
所
に
指
定
し
て
い
る
赤
石
集
会
所
、

珊
内
集
会
所
及
び
川
白
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

に
冷
房
設
備
と
温
水
洗
浄
便
座
を
新
た
に
設

置
し
、
環
境
改
善
と
防
災
機
能
の
さ
ら
な
る

強
化
を
は
か
り
ま
す
。

▼
結
婚
・
出
産
祝
金
支
給
事
業 

47
万
円

▼
社
会
福
祉
協
議
会
運
営
補
助
金

 

１
１
３
０
万
４
千
円

▼
福
祉
燃
料
臨
時
助
成
事
業

 

３
１
６
万
円

▼
結
婚
新
生
活
支
援
事
業 

１
８
０
万
円

▼
高
齢
者
見
守
り
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業

 

15
万
円

▼
電
話
サ
ー
ビ
ス
事
業  

64
万
８
千
円

▼
高
齢
者
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

 

３
６
０
万
円

▼
ど
こ
で
も
パ
ス
事
業 

３
０
０
万
円

▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
業
務
委
託

料 

６
０
０
万
円

▼
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
扶
助
事
業

 

４
０
０
万
円

▼
重
度
心
身
障
が
い
者
生
活
扶
助
事
業

 

１
５
９
万
円

▼
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
扶
助
事
業

 

２
２
３
万
８
千
円

▼
身
体
障
が
い
者
等
扶
助
事
業

 
３
４
７
４
万
円

▼
高
齢
者
福
祉
施
設
管
理
費

 
１
５
９
４
万
円

▼
保
育
所
運
営
費 

４
７
９
万
円

▼
ひ
と
り
親
家
庭
等
扶
助
事
業

 

１
１
５
万
７
千
円

▼
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
費

 

24
万
円

▼
放
課
後
児
童
対
策
事
業 

72
万
円

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｄ
Ｘ
運
営
事
業

 

２
７
０
万
円

▼
集
会
所
冷
房
設
備
設
置
事
業

 

１
０
５
０
万
円

▼
集
会
所
ト
イ
レ
改
修
事
業 

１
５
０
万
円

　

妊
娠
か
ら
出
産
、
そ
し
て
学
童
期
に
至
る
ま

で
の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
る
た
め
、
切
れ
目

の
な
い
支
援
事
業
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
神
恵
内
村
こ

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
て
活
用
し
、

産
後
ケ
ア
訪
問
事
業
や
短
期
入
所
事
業
な
ど

の
体
制
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
安
心
で
き
る

育
児
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

　

各
種
健
康
診
査
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
自
己
負
担
額
を
無
料
と
し
、
受
診
率
の

向
上
を
は
か
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
生
活
習

慣
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
向
け
た
予

防
対
策
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

歯
周
病
予
防
が
糖
尿
病
重
症
化
の
予
防
に

寄
与
す
る
と
い
う
視
点
か
ら
、
医
科
と
歯
科

が
連
携
し
た
予
防
歯
科
意
識
啓
発
事
業
を
、

健
康
づ
く
り
の
重
点
的
な
取
り
組
み
と
し
て

継
続
し
ま
す
。

　

予
防
接
種
事
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
４
月

か
ら
開
始
し
た
全
村
民
を
対
象
と
す
る
接
種

費
用
の
全
額
助
成
を
、
本
年
度
も
継
続
し
て

実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
承
認
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
や

社
会
情
勢
の
変
化
に
迅
速
か
つ
柔
軟
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
村
立
診
療
所
及
び
近
隣
医
療

機
関
と
緊
密
に
連
携
し
、
円
滑
な
事
業
推
進

を
は
か
り
ま
す
。

▼
各
種
健
康
診
査
事
業 

３
９
６
万
円

▼
歯
科
検
診
事
業 

46
万
５
千
円

▼
乳
幼
児
予
防
接
種
事
業 

47
万
円

▼
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
事
業

 
２
６
８
万
５
千
円

▼
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成
事

業 

９
万
円

▼
小
児
任
意
予
防
接
種
費
用
助
成
事
業

 

６
万
６
千
円

▼
Ｂ
型
肝
炎
予
防
接
種
事
業 

３
万
円

▼
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
事
業 

27
万
６
千
円

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事

業 

５
６
０
万
円

▼
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業 

４
０
０
万
円

▼
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

 

１
１
０
万
円

▼
乳
幼
児
健
康
診
査
業
務
委
託
料

 

13
万
３
千
円

▼
妊
婦
健
康
診
査
事
業 

25
万
円

▼
不
妊
治
療
及
び
交
通
費
助
成
事
業

 

93
万
１
千
円

▼
産
後
ケ
ア
訪
問
業
務
委
託
料 

13
万
２
千
円

▼
乳
幼
児
等
医
療
費
扶
助
事
業 

１
８
２
万
円

▼
未
熟
児
養
育
医
療
費
扶
助
事
業 

29
万
円

▼
予
防
歯
科
意
識
啓
発
事
業 

４
２
９
万
円

　

村
民
の
皆
様
と
協
働
に
よ
り
、
さ
ら
な
る

ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
、
環

境
に
や
さ
し
い
村
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
負
荷
を
軽
減
す
る
た
め
、
合

併
処
理
浄
化
槽
設
置
等
補
助
事
業
に
つ
い
て

は
、
補
助
単
価
を
引
き
上
げ
実
施
し
ま
す
。

　

防
災
機
能
の
強
化
と
住
民
の
除
雪
支
援
を

目
的
と
し
て
、
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
１
台
を
更

新
し
ま
す
。

▼
じ
ん
芥
収
集
業
務
委
託
料 

１
３
３
１
万
円

▼
指
定
ご
み
袋
等
交
付
業
務
委
託
料 

62
万
円

3

保
健
対
策

4

環
境
衛
生
対
策



（7）

▼
岩
内
地
方
衛
生
組
合
負
担
金

 

３
６
６
４
万
８
千
円

▼
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
等
事
業
補
助
金

 

１
５
０
７
万
７
千
円

▼
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
購
入
事
業 

７
０
０
万
円

　

村
民
の
皆
様
の
生
命
と
健
康
の
保
持
増
進

を
は
か
る
た
め
、
安
定
的
な
診
療
体
制
の
確

保
に
努
め
ま
す
。

▼
村
立
診
療
所
費 

５
５
６
０
万
円

▼
村
立
歯
科
診
療
所
費 

３
７
４
３
万
円

◇
労
働
福
祉
対
策

　

季
節
労
働
者
に
対
し
て
は
、
慰
労
事
業
や
傷

害
保
険
料
の
全
額
負
担
、
短
期
雇
用
者
生
活
資

金
貸
付
を
継
続
し
、
生
活
の
安
定
を
支
え
ま
す
。

　

道
外
企
業
の
新
規
参
入
に
よ
る
雇
用
の
創

出
・
安
定
を
は
か
る
た
め
、
立
地
事
業
者
に

対
す
る
積
極
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
労
働
福
祉
対
策
費 

28
万
円

◇
商
工
業
の
振
興

　

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
人
口
減
少
、
物
価

高
騰
に
よ
る
購
買
力
の
低
下
や
消
費
の
低
迷

が
続
き
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
経
営
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

物
価
高
騰
等
の
影
響
を
受
け
る
村
民
の
消

費
や
暮
ら
し
を
支
え
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
は
か
る
た
め
、
本
年
度
も
消
費
需
要
喚
起

を
目
的
と
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
の

プ
レ
ミ
ア
ム
分
を
補
助
す
る
な
ど
商
工
会
の

運
営
を
支
援
し
ま
す
。

　

大
阪
市
の
企
業
に
よ
る
ウ
ナ
ギ
の
陸
上
養

殖
、
加
工
事
業
の
村
内
進
出
は
、
当
該
企
業

が
や
む
な
く
事
業
を
撤
退
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、本
事
業
は
、新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー

企
業
を
求
め
精
力
的
に
協
議
を
重
ね
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
一
日
も
早
い
事
業
化
を
期
待

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
進
出
企
業
が
持

続
可
能
か
つ
健
全
な
経
営
を
続
け
て
い
く
た

め
の
方
策
や
基
盤
づ
く
り
を
着
実
に
整
え
、

当
該
事
業
が
地
域
経
済
を
牽
引
す
る
産
業
に

発
展
し
て
い
く
よ
う
支
援
し
ま
す
。

▼
商
工
振
興
補
助
金 

２
３
４
８
万
円

　
（
う
ち
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
補
助
金

    

１
１
３
０
万
円
）

◇
観
光
の
振
興

　

観
光
に
つ
い
て
は
、
岩
宇
地
域
や
赤
井
川

村
と
の
連
携
、
後
志
の
む
ら
６
村
連
携
等
を

通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
魅
力
を
相
互
に
補

完
し
な
が
ら
、
本
村
の
認
知
度
向
上
と
さ
ら
な

る
誘
客
を
は
か
る
周
遊
観
光
を
推
進
し
ま
す
。

　

神
恵
内
青
少
年
旅
行
村
は
、
観
光
・
交
流
・

人
材
育
成
・
産
業
振
興
な
ど
多
様
な
機
能
を

併
せ
持
つ
複
合
的
な
拠
点
と
し
て
再
構
築
を

進
め
、
村
外
か
ら
人
材
や
投
資
を
呼
び
込
み
、

地
域
内
で
の
消
費
拡
大
と
新
た
な
付
加
価
値

の
創
出
を
は
か
り
、
地
域
経
済
に
持
続
的
な

好
循
環
を
生
み
出
す
施
設
と
な
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、令
和
７
年
度
に
策
定
し
た「
神

恵
内
青
少
年
旅
行
村
及
び
周
辺
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
化
構
想
」に
基
づ
き
、
具
体

的
な
整
備
内
容
や
事
業
手
法
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

等
を
明
ら
か
に
す
る
実
施
計
画
を
作
成
し
ま

す
。
あ
わ
せ
て
、
自
然
環
境
を
生
か
し
た
滞
在

機
能
の
向
上
や
地
域
住
民
・
来
訪
者
が
交
流
で

き
る
空
間
づ
く
り
を
進
め
、
段
階
的
な
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
着
手
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
と

地
域
活
力
の
向
上
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
４
月
に
開
業
し
た｢

か
も
え
な
い
竜

神
温
泉｣

は
、
村
内
外
多
く
の
皆
様
に
ご
好

評
を
い
た
だ
い
て
お
り
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
や
脱
炭
素
社
会
推
進
の
象
徴
施
設
と

し
て
各
種
催
し
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

年
間
利
用
者
数
は
当
初
見
込
み
を
下
回
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
利
用
者
を
２
倍
に
す
る
具
体

的
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
し
て
、
札
幌
圏
の

日
帰
り
ド
ラ
イ
ブ
客
や
ニ
セ
コ
滞
在
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
立
ち
寄
り

型
観
光
の
需
要
や
サ
ウ
ナ
フ
ァ
ン
の
獲
得
、

地
元
・
近
隣
の
常
連
づ
く
り
な
ど
の
取
組
や

村
民
の
皆
様
の
健
康
増
進
、
交
流
促
進
を
は

か
る
取
組
を
実
践
し
、
利
用
者
の
増
加
と
健

全
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

珊
内
ぬ
く
も
り
温
泉
は
、
開
業
か
ら
30
年

が
経
過
し
ま
し
た
が
、
地
域
住
民
の
皆
様
は

も
と
よ
り
、
近
隣
町
村
の
常
連
の
お
客
様
か

ら
ご
支
持
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
可
能

な
か
ぎ
り
営
業
を
継
続
し
ま
す
。

　

道
の
駅「
オ
ス
コ
イ
！
か
も
え
な
い
」は
、
近

年
、
利
用
者
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

近
隣
の
道
の
駅
と
比
較
す
る
と
依
然
と
し
て

来
訪
者
数
は
限
定
的
で
、
西
積
丹
ル
ー
ト
は

交
通
量
の
絶
対
値
が
少
な
い
こ
と
、
物
販
中

心
で
飲
食
体
験
が
で
き
ず
滞
在
理
由
が
弱
い

こ
と
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
本
村
と
つ
な
が
り
を
持
つ
大
学
の
専
門

的
知
見
や
学
生
の
皆
さ
ん
の
柔
軟
な
発
想
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
、
施
設
の
収
益
性
を
高

め
る
と
と
も
に
、
来
訪
者
の
満
足
度
向
上
に

努
め
ま
す
。

▼
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
管
理
費

 

２
８
９
２
万
円

▼
か
も
え
な
い
竜
神
温
泉
管
理
運
営
費

 

１
０
４
０
万
円

▼
珊
内
ぬ
く
も
り
温
泉
管
理
運
営
費

 

７
０
０
万
円

▼
青
少
年
旅
行
村
管
理
費 

55
万
円

▼
商
工
観
光
施
設
管
理
費 

99
万
円

▼
沖
揚
げ
ま
つ
り
実
行
委
員
会
運
営
補
助
金

 

５
５
０
万
円

▼
花
火
大
会
開
催
経
費 

３
０
０
万
円

◇
水
産
業
の
振
興

　

村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
は
、
温
暖
化

等
に
よ
る
海
況
変
化
の
た
め
、
漁
獲
量
の
減

少
や
魚
価
の
低
迷
、
燃
油
の
高
騰
、
漁
業
の

担
い
手
不
足
な
ど
依
然
と
し
て
厳
し
い
経
営

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
漁
業
の
振
興
発
展

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
水
産
資
源
の
維
持

増
大
が
最
も
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
同
様
、

漁
業
者
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
適
切
な
資

源
管
理
型
漁
業
を
推
進
し
、
サ
ケ
、
マ
ス
増

殖
事
業
を
は
じ
め
、
ニ
シ
ン
資
源
の
増
大
や

藻
場
の
再
生
を
は
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
漁
業
者
の
所
得
向
上
や
自
然
災
害

に
よ
る
リ
ス
ク
軽
減
の
た
め
に
は
、
安
定
し

た
漁
獲
が
見
込
ま
れ
る
養
殖
事
業
へ
の
取
組

が
必
要
で
す
。

　

ナ
マ
コ
の
増
養
殖
事
業
に
つ
い
て
は
ナ
マ

5

医
療
対
策

6

産
業
振
興
対
策
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コ
礁
を
増
設
し
、
生
育
環
境
の
向
上
を
は
か

り
ま
す
。
ま
た
、
ウ
ニ
の
陸
上
養
殖
施
設
の

本
格
設
置
に
向
け
、
専
門
職
員
を
配
置
し
実

証
実
験
を
進
め
る
と
と
も
に
、
陸
上
養
殖
施

設
を
中
心
と
し
た
漁
村
の
に
ぎ
わ
い
創
出
な

ど
海
業
の
推
進
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

新
規
漁
業
就
業
者
対
策
に
つ
い
て
は
、
漁

業
就
業
支
援
フ
ェ
ア
に
参
加
す
る
な
ど
村
の

支
援
策
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
漁
業
者
の
獲

得
に
努
め
ま
す
。

　

各
漁
港
の
災
害
対
策
及
び
機
能
向
上
に
つ

い
て
は
、
水
産
基
盤
整
備
事
業
及
び
水
産
業

競
争
力
強
化
機
能
増
進
事
業
で
計
画
さ
れ
て

い
る
事
業
の
早
期
完
成
に
向
け
、
引
き
続
き

関
係
機
関
に
要
望
し
ま
す
。

　

漁
場
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
今
年
で
17
年

目
を
迎
え
る
藻
場
∞
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
に
お
い
て
、
藻
場
造
成
区
の
維
持
管

理
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
４
年
目
と
な
る
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
生

態
系
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
継
続
支
援

す
る
と
と
も
に
、
北
海
道
が
前
浜
に
計
画
的
に

設
置
し
て
い
る
藻
場
礁
と
併
せ
、 Ｊ
ブ
ル
ー
ク

レ
ジ
ッ
ト
取
得
に
向
け
た
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

集
会
施
設
と
し
て
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

漁
村
セ
ン
タ
ー
の
照
明
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改

修
と
多
目
的
ト
イ
レ
を
整
備
し
、
適
切
な
維

持
管
理
に
努
め
ま
す
。

【
水
産
業
の
振
興
】

▼
ト
ド
被
害
対
策
事
業
補
助
金 

60
万
円

▼
漁
業
近
代
化
資
金
利
子
補
給
金 

５
万
円

▼
神
恵
内
救
難
所
運
営
事
業
補
助
金 

40
万
円

▼
漁
協
青
年
女
性
部
育
成
事
業
補
助
金　

60
万
円

▼
漁
協
経
営
助
成
事
業
補
助
金

 

１
１
２
万
９
千
円

▼
ナ
マ
コ
種
苗
生
産
事
業
補
助
金

 

２
９
６
万
６
千
円

▼
ナ
マ
コ
種
苗
放
流
事
業
補
助
金 

72
万
２
千
円

▼
ナ
マ
コ
資
源
量
調
査
事
業
補
助
金

 

33
万
６
千
円

▼
ナ
マ
コ
礁
造
成
事
業
補
助
金 

２
０
０
万
円

▼
水
産
基
盤
整
備
事
業
地
元
負
担
金 

80
万
円

▼
新
規
漁
業
就
業
者
支
援
補
助
金　

 

１
６
２
万
４
千
円

▼
水
産
業
成
長
産
業
化
沿
岸
地
域
創
出
事
業

補
助
金 

１
５
０
万
円

▼
船
舶
給
油
施
設
解
体
事
業
補
助
金

 

３
５
０
万
円

▼
漁
村
セ
ン
タ
ー
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改
修
事
業

 

２
７
５
０
万
円

▼
漁
村
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ト
イ
レ
設
置
事
業

 

１
１
２
０
万
円

　【
漁
港
・
漁
場
の
整
備
】

▼
神
恵
内
村
藻
場
∞
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業 

２
８
０
万
円

▼
漁
港
壁
画
補
修
委
託
業
務 

１
５
０
万
円

▼
水
産
物
供
給
基
盤
機
能
保
全
事
業

　
（
神
恵
内
漁
港
本
港
地
区
）

　

・
マ
イ
ナ
ス
３
・
５
ｍ
泊
地（
浚
渫
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ａ
＝
９
０
０
㎡

　
（
神
恵
内
漁
港
川
白
地
区
）

　

・
マ
イ
ナ
ス
２
・
５
ｍ
物
揚
場（
補
修
）設
計

▼
水
産
環
境
整
備
事
業

　
（
神
恵
内
横
澗
漁
場
）

　

・
ブ
ロ
ッ
ク
投
入 

Ｎ
＝
80
基

▼
水
産
業
競
争
力
強
化
機
能
増
進
事
業

　
（
神
恵
内
漁
港
本
港
地
区
）

　

・
沖
防
波
堤
標
識
灯（
補
修
） 

２
基

　
◇
農
林
業
の
振
興

　

試
験
農
園
で
行
っ
て
い
る
稲
作
を
継
続
実

施
す
る
と
と
も
に
、
畑
作
で
は
引
き
続
き
野

菜
の
試
験
栽
培
を
実
施
し
、
農
地
の
有
効
利

用
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、交
流
・
関
係
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
、

水
田
で
は
田
植
え
や
稲
刈
り
等
体
験
型
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
、
収
穫
し
た
作
物
の
一
部
を

学
校
給
食
に
提
供
す
る
な
ど
地
産
地
消
・
食

育
活
動
等
に
活
用
し
ま
す
。

　

森
林
は
、
土
砂
災
害
の
軽
減
や
温
室
効
果

ガ
ス
の
削
減
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要

な
働
き
が
あ
り
、
そ
れ
を
十
分
に
生
か
す
た

め
に
適
正
な
保
全
管
理
に
努
め
ま
す
。

　

ヒ
グ
マ
の
出
没
や
エ
ゾ
シ
カ
の
被
害
が
多

発
し
て
お
り
、
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
を
よ
り

一
層
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
村
内
ハ
ン

タ
ー
の
狩
猟
免
許
等
取
得
や
猟
銃
等
購
入
に

要
す
る
諸
費
用
を
助
成
す
る
と
と
も
に
、
猟

友
会
岩
宇
支
部
へ
活
動
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

今
後
も
警
察
や
猟
友
会
な
ど
関
係
機
関
と
協

力
し
な
が
ら
鳥
獣
被
害
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

▼
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
事
業

 

１
１
３
万
５
千
円

▼
森
林
所
有
者
情
報
整
備
事
業 

32
万
６
千
円

▼
有
害
鳥
獣
捕
獲
奨
励
金 

３
７
５
万
円

▼
猟
友
会
岩
宇
支
部
補
助
金 

３
０
０
万
円

▼
有
害
鳥
獣
捕
獲
従
事
者
支
援
補
助
金

 

１
７
６
万
５
千
円

◇
道
路
整
備
事
業

　

村
道
に
つ
い
て
は
、
支
障
箇
所
等
を
補
修

し
、
５
年
に
１
度
の
橋
梁
法
定
点
検
を
行
い
、

住
民
が
安
心
し
て
通
行
で
き
る
よ
う
維
持
管

理
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
分
電
盤
の

改
修
と
、
村
道
の
外
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
改
修

し
ま
す
。

▼
道
路
維
持
補
修
業
務 

１
１
３
０
万
円

▼
橋
梁
定
期
点
検
業
務 

１
０
０
０
万
円

▼
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
分
電
盤
改
修
工
事

　
（
川
向
町
線
） 

１
０
０
０
万
円

▼
村
道
外
灯
改
修
工
事 

１
２
０
０
万
円

　

一
般
国
道
２
２
９
号
は
、
地
域
住
民
の
生

活
に
深
い
関
わ
り
を
持
ち
、
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
維
持
・
補

修
や
災
害
対
応
等
の
整
備
を
関
係
機
関
に
要

請
し
ま
す
。

　

ま
た
、
道
道
９
９
８
号
線
は
、
防
災
対
策

上
重
要
な
避
難
道
路
と
な
る
こ
と
か
ら
、
関

係
機
関
に
防
雪
・
防
災
対
策
の
充
実
を
要
請

し
ま
す
。

◇
小
樽
開
発
建
設
部
事
業
計
画
概
要

○
事
業
名

　

一
般
国
道
２
２
９
号　

岩
内
町　

岩
内
道

路
維
持
除
雪
外
一
連
工
事

○
事
業
概
要

　

工
事
延
長
：

　

一
般
国
道
２
２
９
号　

Ｌ
＝
54
・
１
㎞

　

一
般
国
道
２
７
６
号（
岩
内
共
和
道
路
）

　

Ｌ
＝
７
・
３
㎞

　

巡
視
・
巡
回
工
、
道
路
清
掃
工
、
緑
地
管

理
工
、
応
急
処
理
工
、
災
害
対
策
工
、
除

雪
工（
一
般
除
雪
工
、
運
搬
排
雪
工
、
凍
結

防
止
工
、
歩
道
除
雪
工
）、
応
急
処
理
工

○
施
工
時
期

　

令
和
８
年
４
月
〜
令
和
９
年
３
月

7

土
木
関
係
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○
事
業
名

　

一
般
国
道
５
号  

共
和
町  

舗
装
維
持
補

修
外
一
連
工
事

○
事
業
概
要

　

一
般
国
道
５
号　

Ｌ
＝
84
・
５
㎞

　

一
般
国
道
５
号（
黒
松
内
新
道
）

　

Ｌ
＝
５
・
２
㎞

　

一
般
国
道
２
２
９
号　

Ｌ
＝
１
３
３
・
８
㎞

　

一
般
国
道
２
３
０
号　

Ｌ
＝
37
・
４
㎞

　

一
般
国
道
２
７
６
号　

Ｌ
＝
56
・
５
㎞

　

一
般
国
道
３
９
３
号　

Ｌ
＝
15
・
７
㎞

　

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
工

　

密
粒
度
ア
ス
コ
ン（
車
道
）再
生

　

Ｗ
＝
１
１
７
０
ｔ

　

細
粒
度
ア
ス
コ
ン（
歩
道
）再
生 

Ｗ
＝
10
ｔ

○
施
工
時
期

　

令
和
８
年
４
月
〜
令
和
９
年
３
月

◇
小
樽
建
設
管
理
部
事
業
計
画
概
要

○
事
業
名

　

古
平
神
恵
内
線
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
工
事

　
（
当
丸
シ
ェ
ル
タ
ー
）（
補
正
・
明
許
）

○
事
業
概
要

　
【
当
丸
シ
ェ
ル
タ
ー
補
修
】

　

吹
付
防
水
工　

Ａ=

１
９
０
㎡

○
施
工
時
期

　

令
和
８
年
４
月
〜
令
和
８
年
10
月

○
事
業
名

　

古
平
神
恵
内
線
防
災
安
全
Ｂ（
地
方
道
）工
事

　
（
通
信
設
備
工
）

○
事
業
概
要

　

光
ケ
ー
ブ
ル
更
新　

Ｌ=

３
・
５
㎞

○
施
工
時
期

　

令
和
８
年
５
月
〜
令
和
９
年
３
月

○
事
業
名

　

古
平
神
恵
内
線
防
災
安
全
Ｂ（
地
方
道
）工
事

　
（
通
信
設
備
工
）

○
事
業
概
要

　

照
明
更
新　

Ｎ=

３
構
造
物（
当
丸
シ
ェ
ル

タ
ー
、２
０
０
０
年
の
森
公
園
シ
ェ
ル
タ
ー
、

№
18
シ
ェ
ル
タ
ー
）

○
施
工
時
期

　

令
和
８
年
６
月
〜
令
和
９
年
３
月

○
事
業
名

　

古
平
神
恵
内
線
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
工
事

　
（
当
丸
シ
ェ
ル
タ
ー
）

○
事
業
概
要

　
【
当
丸
シ
ェ
ル
タ
ー
補
修
】

　

吹
付
防
水
工　

Ａ=

１
９
０
㎡

○
施
工
時
期

　

令
和
８
年
７
月
〜
令
和
８
年
12
月

○
事
業
名

　

古
平
神
恵
内
線
地
道
債（
局
改
）工
事

　
（
擁
壁
工
）

○
事
業
概
要

　
【
熊
見
覆
道
２
】

　

ア
ン
カ
ー
付
山
留
式
擁
壁
工　

Ｌ=
30
ｍ

○
施
工
時
期

　

令
和
８
年
７
月
〜
令
和
８
年
12
月

○
事
業
名

　

古
平
神
恵
内
線
防
災
安
全
Ｂ（
地
方
道
）工
事

　

防
災
設
備
更
新
検
討（
補
正
・
明
許
）

○
事
業
概
要

　

既
存
防
災
設
備
の
更
新
検
討

○
施
工
時
期

　

令
和
８
年
４
月
〜
令
和
９
年
３
月

◇
除
雪
対
策

　

住
民
生
活
に
支
障
と
な
ら
な
い
よ
う
、
除

雪
作
業
を
円
滑
に
実
施
し
、
冬
期
間
の
安
全

な
通
行
を
確
保
し
ま
す
。

▼
除
雪
費 

５
７
７
４
万
円

◇
河
川
整
備
事
業

　

異
常
気
象
等
に
伴
う
河
川
災
害
の
未
然
防

止
に
む
け
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
適
切

な
管
理
に
努
め
ま
す
。

▼
河
川
維
持
費 

３
８
８
万
５
千
円

◇
砂
防
整
備
事
業

　

平
成
28
年
度
か
ら
、
北
海
道
が
実
施
し
て

い
る
珊
内
川
砂
防
事
業（
１
号
砂
防
堰
堤
等
）

に
つ
い
て
は
、
流
域
全
体
の
早
期
完
成
を
要

請
し
ま
す
。

◇
小
樽
建
設
管
理
部
事
業
計
画
概
要

〇
事
業
名

　

珊
内
川
大
規
模
特
定
砂
防
事
業

○
事
業
概
要

　

１
号
堰
堤

　
　

魚
道
工（
Ｎ=

１
基
）

　
　

流
木
補
足
工（
左
岸
側)（
Ｎ=

１
基
）

　

４
号
堰
堤

　
　

工
事
用
道
路
工（
一
部
）

○
施
工
時
期

　

令
和
８
年
10
月
〜
令
和
９
年
３
月

◇
治
山
事
業

　

今
年
度
は
、
北
海
道
が
赤
石
地
区
３
箇
所

の
治
山
事
業
を
行
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
他

の
要
望
箇
所
の
早
期
着
手
を
関
係
機
関
に
要

請
し
ま
す
。

▼
山
一
地
先
復
旧
治
山
事
業（
継
続
） 

１
箇
所

▼
赤
石
地
区
予
防
治
山
事
業（
継
続
） １
箇
所

▼
小
倉
地
先
予
防
治
山
事
業（
新
規
） １
箇
所

◇
住
環
境
整
備
事
業

　

公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
公
営
住
宅
等
長

寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
計
画
的
な
維
持
管

理
を
は
か
り
、
快
適
な
住
環
境
の
確
保
に
努

め
ま
す
。

▼
酉
ヶ
丘
団
地（
Ｈ
６
│
１
）外
壁
修
繕
事
業

 

４
０
０
万
円

　

村
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
生
き
生

き
と
学
び
育
つ
た
め
、
教
育
委
員
会
と
連
携

し
て
教
育
行
政
を
進
め
ま
す
。

　

教
育
関
係
施
設
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
維

持
管
理
に
努
め
、
安
全
・
安
心
な
教
育
環
境

づ
く
り
を
は
か
り
ま
す
。

▼
教
育
費 

１
億
３
６
８
０
万
円

　

昨
年
、
北
海
道
電
力
株
式
会
社
泊
発
電
所

３
号
炉
が
原
子
力
規
制
委
員
会
の
新
規
制
基

準
適
合
性
審
査
に
正
式
に
合
格
し
、
当
村
を

含
む
地
元
４
町
村
と
北
海
道
に
よ
る
地
元
同

意
の
手
続
き
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
泊
発
電
所
で
は
２
０
２
７
年
早
期

8

文
教
施
設

9

泊
発
電
所
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の
再
稼
働
を
目
指
し
、
新
規
制
基
準
に
基
づ

く
追
加
の
安
全
対
策
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
事
業
者
に
対
し
て
は
安
全
対
策
の

不
断
の
見
直
し
と
確
実
な
実
施
、
迅
速
か
つ

透
明
性
の
高
い
情
報
公
開
を
強
く
求
め
て
い

く
と
と
も
に
、
当
村
に
お
い
て
も
発
電
所
へ

の
立
ち
入
り
や
原
子
力
防
災
訓
練
等
を
通
じ

て
安
全
性
の
さ
ら
な
る
追
求
を
は
か
り
、
村

民
の
皆
様
の
安
全
と
安
心
を
確
保
し
ま
す
。

　

ま
た
、
原
子
力
災
害
時
の
避
難
道
路
で
あ

る
道
道
９
９
８
号
線（
古
平
・
神
恵
内
間
）は
、

通
年
通
行
が
可
能
な
も
の
の
、
特
に
冬
期
は

通
行
規
制
が
た
び
た
び
発
生
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
吹
雪
に
よ
る
視
程
障
害
や
吹
き
溜
ま

り
対
策
、
除
排
雪
に
よ
る
適
切
な
維
持
管
理

に
つ
い
て
、
道
路
管
理
者
の
北
海
道
は
も
と

よ
り
国
に
お
い
て
も
責
任
を
も
っ
て
対
応
し

て
い
た
だ
く
よ
う
要
請
し
ま
す
。

　

村
民
に
対
す
る
原
子
力
発
電
に
関
す
る
正

し
い
知
識
の
普
及
な
ら
び
に
村
職
員
の
資
質

向
上
を
は
か
る
た
め
、
広
報
・
調
査
等
交
付

金
を
活
用
し
た「
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設

等
村
民
見
学
会
」、「
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
施

設
等
職
員
視
察
」を
実
施
す
る
ほ
か
、小
学
５
、

６
年
生
と
保
護
者
を
対
象
と
し
た「
原
子
力
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
見
学
会
」を
実
施
し
ま
す
。

▼
原
子
力
発
電
対
策
費 

７
７
８
万
円

　

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
事

業
は
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
直
結
す
る

重
要
な
課
題
で
あ
り
、
わ
が
国
全
体
で
取
り

組
む
べ
き
長
期
的
な
課
題
で
す
。

　

当
村
に
お
い
て
は
、
令
和
２
年
10
月
に
国

か
ら
の
申
し
入
れ
を
受
諾
し
、
同
年
11
月
か

ら
第
一
段
階
の
文
献
調
査
に
協
力
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
国
内
で
初
め
て
概
要
調

査
の
候
補
地
と
し
て
の
可
能
性
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
概
要
調
査
に
進
む
た
め
の
必

要
な
手
続
が
遅
れ
て
い
ま
す
。

　

国
に
対
し
て
は
、
こ
う
し
た
事
態
の
早
期
打

開
と
着
実
な
次
段
階
手
続
き
へ
の
進
展
、
そ
し

て
処
分
地
の
選
定
に
向
け
た
調
査
が
さ
ら
に
多

く
の
地
点
で
実
施
で
き
る
よ
う
全
国
的
な
理
解

活
動
に
取
り
組
む
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
国
が

さ
ら
に
一
歩
前
に
出
て
他
地
域
の
理
解
を
求
め
て

い
く
努
力
を
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
保
険
者
業
務
は
、
後
志
広

域
連
合
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
保
険

税
の
賦
課
と
徴
収
事
務
及
び
資
格
の
変
更
や
各

種
申
請
の
手
続
き
は
、
村
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
会
計
で
は
、
後
志
広
域
連
合
へ
の
分
賦

金
、
特
定
健
康
診
査
等
の
委
託
料
、
保
険
税

の
賦
課
と
徴
収
に
係
る
事
務
費
を
計
上
し
て

お
り
、
適
正
な
執
行
に
努
め
ま
す
。

▼
一
般
会
計
繰
入
金 

１
７
４
５
万
８
千
円

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、
北

海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
お
い
て

事
務
の
大
半
が
執
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
保

険
料
の
徴
収
や
被
保
険
者
証
の
交
付
、
各
種

申
請
の
手
続
き
は
、
村
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
会
計
で
は
、
保
険
料
の
徴
収
と
事
務
費

を
計
上
し
て
お
り
、
適
正
な
執
行
に
努
め
ま
す
。

▼
一
般
会
計
繰
入
金 

９
１
７
万
円

　

本
会
計
で
は
、「
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計

画
」に
基
づ
き
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と

の
連
携
の
も
と
、
居
宅
介
護
や
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
介
護
給
付
対
象
を
適
切
に

実
施
し
、
高
齢
者
の
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

▼
一
般
会
計
繰
入
金 

40
万
円

　

村
民
に
安
全
な
水
道
水
を
安
定
的
に
供
給

す
る
た
め
、
簡
易
水
道
施
設
の
適
切
な
維
持

管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
将
来
に
わ
た
っ

て
安
定
し
た
給
水
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
今

年
度
も
老
朽
化
し
た
配
水
管
等
の
取
替
工
事

を
実
施
し
ま
す
。

▼
神
恵
内
地
区
配
水
管
布
設
替

　
（
国
道
２
２
９
号
・
村
道
中
学
校
線
）事
業

 

７
５
９
０
万
円

▼
神
恵
内
地
区
給
水
管
布
設
替
事
業

 

９
４
６
万
円

▼
川
白
地
区
配
水
管
布
設
替
事
業

 

７
７
０
０
万
円

▼
川
白
地
区
給
水
管
布
設
替
事
業

 

２
０
９
０
万
円

▼
川
白
地
区
取
水
ゲ
ー
ト
取
替
修
繕
事
業

 

７
７
０
万
円

▼
珊
内
地
区
量
水
器
取
替
事
業 

３
６
３
万
円

▼
公
営
企
業
会
計
包
括
事
務
支
援
業
務

 

５
５
０
万
円

▼
一
般
会
計
繰
入
金 

８
８
０
０
万
円

　

以
上
、
令
和
８
年
度
村
政
執
行
の
所
信
を

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
村
の
振
興
発
展
の
た
め
に
全

力
を
尽
く
し
て
数
々
の
事
業
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
情
熱
を
持
っ
て
す

べ
て
の
村
民
の
皆
様
の
幸
福
と
神
恵
内
村
の

限
り
な
い
発
展
の
た
め
に
果
敢
に
挑
戦
し
、

未
来
に
夢
と
希
望
を
持
て
る
よ
う
次
の
世
代

に
し
っ
か
り
と
引
き
継
ぐ
た
め
、
18
世
紀
に

イ
ギ
リ
ス
の
思
想
家
の
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
ベ
ン

サ
ム
が
唱
え
た｢

最
大
多
数
の
最
大
幸
福｣

の

実
現
を
目
指
し
て
、
こ
の
小
さ
な
神
恵
内
村

を
舞
台
に
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

議
会
議
員
各
位
を
は
じ
め
、
村
民
皆
様
の

一
層
の
ご
支
援
と
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

10

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の

最
終
処
分
事
業

Ⅳ
．
特
別
会
計

1

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

Ⅴ
．
公
営
企
業
会
計

1

簡
易
水
道
事
業
会
計

む
　
す
　
び

3

介
護
保
険
特
別
会
計

2

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
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現
代
社
会
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

原
子
力
事
故
の
複
合
災
害
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
急

速
な
普
及
と
偽
情
報
リ
ス
ク
等
、
過
去
の
経

験
や
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
も
っ
て
し
て
も

予
測
で
き
な
い
出
来
事
が
相
次
い
で
起
こ
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
出
来
事
は
、
常
に
形
を
変
え
、

不
確
実
性
が
高
く
、
複
雑
、
か
つ
曖
昧
な
実

態
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
的
で
、
私
た
ち
の
対

応
力
、
そ
し
て
社
会
の
回
復
力
が
問
わ
れ
続

け
て
い
ま
す
。

　

先
行
き
不
透
明
で
あ
り
な
が
ら
も
、
こ
う

し
た
出
来
事
は
今
後
も
確
実
に
起
こ
る
こ
と

が
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
の
身
近
な
地
域
社
会
に
お

い
て
も
、
急
激
な
人
口
減
少
、
人
々
の
働
き

方
や
仕
事
へ
の
価
値
観
の
変
化
、
消
費
者
行

動
の
移
り
変
わ
り
も
単
純
な
予
測
で
は
捉
え

き
れ
な
い
複
雑
さ
を
含
み
、
こ
れ
ら
の
課
題

の
解
決
に
は
完
璧
な
準
備
よ
り
も
、
起
こ
り

う
る
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
そ
こ
か
ら
物

事
の
本
質
を
捉
え
学
ぶ
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

そ
し
て
、
私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
背
景
を

深
く
理
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
続
可
能
な
社

会
の
創
り
手
と
し
て
周
り
の
人
た
ち
と
協
力

し
合
い
、
問
題
を
解
決
す
る
資
質
と
能
力
を

こ
れ
ま
で
以
上
に
高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
村
民
一
人

ひ
と
り
が
、
自
分
の
良
い
面
や
可
能
性
を
引

き
出
し
、
他
者
と
協
働
し
な
が
ら
持
続
可
能

な
社
会
を
創
る
こ
と
を
学
び
、
生
涯
を
通
じ

て
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
教
育

行
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

　

学
校
教
育
、
社
会
教
育
、
地
域
、
そ
し
て
、

家
庭
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
つ
つ
、

相
互
に
理
解
、
連
携
、
協
調
を
深
め
な
が
ら
、

村
民
一
人
ひ
と
り
が
社
会
の
変
化
に
対
応
で

き
る
知
識
や
技
術
を
自
ら
学
び
、
自
己
実
現

が
か
な
え
ら
れ
る
よ
う
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
学
習
機
会
を
提
供
し
、
広
く
学
習
成
果

が
活
か
さ
れ
る
教
育
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

将
来
の
変
化
を
予
測
す
る
こ
と
が
難
し
い

時
代
に
お
い
て
、
様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え

な
が
ら「
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
」の
一

員
と
し
て
成
長
で
き
る
よ
う
、
確
か
な
学
力

と
と
も
に
生
き
る
力
を
育
む
学
校
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

　

教
育
機
関
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
保
育
所
、
小
学
校
、
中
学
校
の
合
同
運

動
会
の
実
践
等
を
礎
に
、
よ
り
一
層
相
互
の

連
携
と
協
調
を
深
め
、
系
統
的
な
教
育
の
充

実
を
目
指
し
ま
す
。

　

同
時
に
、
泊
村
と
の
教
育
連
携
に
つ
い
て

も
、
両
村
の
教
育
関
係
者
が
こ
れ
ま
で
の
効

果
を
分
析
し
、
今
後
の
課
題
を
確
認
し
な
が

ら
子
ど
も
た
ち
の
多
様
な
個
性
を
最
大
限
に

活
か
す「
協
働
的
な
学
び
」の
充
実
に
努
め
ま

す
。

　

ま
た
、
今
後
の
持
続
可
能
な
学
校
の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
、
教
育
行
政
及
び
学
校
管
理

職
で
視
察
や
研
修
を
重
ね
、
教
育
効
果
、
指

導
体
制
、教
職
員
へ
の
負
担
、施
設
の
改
修
等
、

多
角
的
な
視
点
で
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
既

存
の
校
舎
や
そ
の
設
備
を
有
効
活
用
し
、
９

年
間
を
見
据
え
た
学
校
運
営
や
教
育
方
針
を

統
合
す
る
小
中
一
貫
校（
小
中
併
置
校
）へ
の

移
行
が
現
段
階
で
は
有
効
か
つ
合
理
的
で
あ

る
と
の
分
析
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
度
に
お
い
て
は
、
そ
の
分
析
を

基
軸
に
児
童
生
徒
、
教
職
員
、
保
護
者
の
受

け
止
め
、
意
見
等
を
集
約
し
、
学
校
運
営
協

議
会
等
の
関
係
機
関
、
団
体
と
も
協
議
を
重

ね
な
が
ら
、
丁
寧
、
か
つ
慎
重
に
そ
の
実
現

に
向
け
た
調
整
を
行
い
ま
す
。

　

教
育
活
動
の
充
実
や
安
定
的
な
指
導
体
制

の
構
築
の
た
め
、
引
き
続
き
、
学
校
教
育
の

課
題
等
を
包
括
し
て
対
応
す
る
専
門
的
な
教

育
職
員
を
採
用
し
、
教
育
が
抱
え
る
今
日
的

課
題
へ
の
対
策
を
図
り
ま
す
。

▼
会
計
年
度
任
用
職
員（
専
門
的
教
育
職
員
）

報
酬 

２
８
３
万
７
千
円

　

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
た
ち

へ
は
、
教
育
上
、
よ
り
合
理
的
な
支
援
や
指

導
等
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、学
校
、教
育
行
政
、

福
祉
行
政
、
特
別
支
援
関
係
機
関
・
団
体
、

専
門
家
等
の
連
携
を
一
層
密
に
し
た
支
援
体

制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
お
互
い
ス
ト
レ
ス

を
抱
え
る
こ
と
な
く
学
習
や
教
育
活
動
に
専

念
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
配
慮
し
、
保
護
者

の
悩
み
に
も
寄
り
添
い
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
の
よ
り
良
い
未
来
を
見
据
え
た
支
援
に
努

め
ま
す
。

教
育
行
政
執
行
方
針

令
和
８
年
度

玉 川 量 規教育長

　

令
和
８
年
第
１
回
神
恵
内
村
議

会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
所
管

す
る
教
育
行
政
の
基
本
的
な
執
行

方
針
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

１
．
全
村
教
育
の
推
進

２
．
学
校
教
育
の
推
進
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防
災
教
育
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
自

身
は
も
と
よ
り
、
周
り
の
人
た
ち
の
命
を
守

る
た
め
の
知
識
を
身
に
つ
け
、
適
切
な
対
応

と
迅
速
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
従
来
の
避
難

訓
練
等
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

近
年
、
頻
繁
に
出
没
す
る
熊
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
も
、
学
校
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
村
及
び
関
係
機

関
・
団
体
と
の
連
携
を
徹
底
し
、
子
ど
も
た

ち
の
安
全
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

い
じ
め
防
止
と
不
登
校
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
い
つ
で
も
、
だ
れ
も
が
当
事
者
に
な
り

う
る
と
い
う
意
識
を
強
く
持
ち
続
け
、
子
ど

も
た
ち
が
明
る
く
元
気
に
学
校
生
活
を
送
れ

る
よ
う
関
係
機
関
と
情
報
を
共
有
し
、
連
携

を
図
り
な
が
ら
未
然
防
止
や
早
期
発
見
、
早

期
解
消
に
努
め
ま
す
。

　

特
に
、
当
事
者
す
べ
て
の
心
理
的
側
面
に

も
配
慮
し
、
い
つ
で
も
必
要
な
時
に
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
の
専
門
家
の
相
談
、
支

援
を
受
け
ら
れ
る
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

▼
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
派
遣
事
業
費

 

16
万
４
千
円

　

外
国
語
教
育
に
つ
い
て
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
対
応
し
た
人
材
の
育
成
等
を
図
る
た
め
、

児
童
生
徒
の
外
国
語
の
発
音
力
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
国
際
理
解
の
向
上
を
目

的
に
、
外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）の
派
遣

事
業
を
継
続
し
ま
す
。

▼
外
国
語
指
導
業
務
委
託
料

 

６
２
３
万
１
千
円

　

教
職
員
の
資
質
と
能
力
の
向
上
に
つ
い
て

は
、
校
内
研
修
の
充
実
、
村
教
育
関
係
機
関
・

団
体
へ
の
支
援
、
後
志
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

の
研
修
講
座
へ
の
積
極
的
な
参
加
、
後
志
教

育
局
指
導
主
事
等
の
指
導
訪
問
、
そ
し
て
、

泊
村
と
の
教
育
連
携
に
お
い
て
も
教
職
員
同

士
の
学
び
合
い
の
場
と
し
て
、
そ
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
は
、

そ
の
必
要
性
や
趣
旨
が
保
護
者
や
地
域
の

方
々
に
浸
透
し
、
理
解
と
協
力
を
得
ら
れ
る

よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
教
職
員
各
自
が
勤

務
状
況
を
客
観
的
に
捉
え
、
効
率
的
な
授
業

を
展
開
し
精
神
的
に
安
定
を
保
て
る
職
場
づ

く
り
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
働
き
方
改
革
と
相
ま
っ
て
、
中
学

校
部
活
動
の
地
域
展
開
に
つ
い
て
は
、
安
易

に
そ
の
活
動
全
て
を
学
校
か
ら
切
り
離
す
の

で
は
な
く
、
ひ
と
つ
の
領
域
に
負
担
が
掛
か

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
教
育
行
政
、
学
校
、

教
職
員
、
地
域
指
導
者
の
役
割
を
分
担
し
、

組
織
的
に
そ
の
教
育
効
果
と
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
を
図
り
ま
す
。

▼
教
職
員
研
修
委
託
料 
20
万
円

▼
小
中
連
携
・
一
貫
教
育
連
絡
協
議
会
補
助

金 

15
万
円

▼
学
校
経
営
研
究
会
補
助
金 

15
万
円

▼
後
志
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
負
担
金

 

42
万
円

▼
部
活
動
指
導
員
報
酬 

２
３
０
万
円

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
度
か

ら
泊
村
に
事
業
委
託
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
同
様
に
安
全
・
安
心
な
給
食
を
提
供

で
き
る
よ
う
情
報
の
共
有
を
徹
底
す
る
と
と

も
に
、
学
校
と
泊
村
栄
養
教
諭
の
協
議
の
も

と
適
切
な
食
育
を
継
続
し
ま
す
。

▼
泊
村
学
校
給
食
共
同
調
理
所
運
営
費
負
担

金 

１
３
５
３
万
１
千
円

▼
学
校
給
食
費
負
担
金 

２
３
１
万
１
千
円

　

児
童
生
徒
の
健
康
の
保
持
増
進
に
つ
い
て

は
、
学
校
保
健
安
全
法
に
基
づ
い
た
内
科
検

診
を
は
じ
め
各
種
予
防
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

特
に
、
中
学
校
に
お
い
て
養
護
教
諭
が
未

配
置
と
な
り
ま
す
が
、
教
職
員
に
よ
る
安
全

対
策
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
小
学
校
の

養
護
教
諭
、
医
療
機
関
、
消
防
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
適
正
な
保
健
管
理
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
教
職
員
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
も
、

健
康
診
査
の
受
診
の
徹
底
を
図
り
疾
病
の
早

期
発
見
、
健
康
の
保
持
増
進
に
努
め
ま
す
。

▼
児
童
生
徒
健
康
診
査
事
業
費 

11
万
円

▼
教
職
員
健
康
診
査
事
業
費 

56
万
１
千
円

　

教
育
費
の
助
成
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年

度
の
岩
宇
地
域
公
共
交
通
事
業
の
移
行
に
伴

う
通
学
費
の
全
額
負
担
を
は
じ
め
、
そ
の
他

の
各
種
経
費
の
助
成
に
つ
い
て
も
引
き
続
き

実
施
し
、
保
護
者
負
担
の
軽
減
に
よ
る
子
育

て
支
援
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
学
習
の
支
援
助

成
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
中
学
生
の
進
学

に
伴
う
学
習
支
援
と
そ
の
公
平
性
を
目
的
に
、

助
成
対
象
を
必
要
最
小
限
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
学
習
サ
ー
ビ
ス
に
限
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

令
和
８
年
度
か
ら
は
既
存
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

料
金
を
助
成
対
象
額
と
し
、
類
似
す
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
学
習
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
助

成
の
対
象
と
し
ま
す
。

▼
岩
宇
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
負
担

金 

１
６
８
万
円

▼
体
育
文
化
行
事
出
場
補
助
金

 

１
３
８
万
円

▼
修
学
旅
行
費
補
助
金 

36
万
円

▼
宿
泊
研
修
費
補
助
金 

４
万
５
千
円

▼
各
種
検
定
料
補
助
金 

25
万
８
千
円

▼
教
育
援
助
資
金 

24
万
円

▼
高
校
生
通
学
費
等
助
成
金 

２
４
０
万
円

▼
奨
学
金
給
付
金 

２
８
８
万
円

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
学
習
等
支
援
助
成
金

 

11
万
７
千
円

　

地
域
に
開
か
れ
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

の
推
進
に
つ
い
て
は
、
学
校
の
教
育
目
標
等

が
地
域
と
共
有
さ
れ
、
地
域
全
体
で
子
ど
も

の
成
長
を
支
え
る
こ
と
を
理
念
と
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
社
会
全

体
で
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
中
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
学

校
教
育
を
支
え
る
基
盤
的
な
ツ
ー
ル
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
、
引
き
続
き
、
そ
の
活
用
を

図
り
、
主
体
的
で
協
働
的
な
学
び
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

　

教
育
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
時
代
に

必
要
と
な
る
資
質
・
能
力
に
結
び
付
く
領
域

と
し
て
、
引
き
続
き
、
子
ど
も
た
ち
の
知
的

好
奇
心
の
向
上
に
つ
な
が
る
学
習
機
会
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
関
係
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

は
、「
神
恵
内
村
教
育
施
設
個
別
施
設
計
画
」

を
基
に
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
、
安
全
・
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安
心
な
教
育
環
境
づ
く
り
を
図
り
ま
す
。

▼
学
校
校
務
用
Ｐ
Ｃ
端
末
機
器
整
備
費

 

１
７
７
０
万
円

▼
教
育
Ｄ
Ｘ
事
業
費 

４
１
８
万
円

▼
小
中
学
校
施
設
等
修
繕
費

 

３
０
２
万
２
千
円

▼
小
学
校
屋
根
等
防
水
工
事
費（
設
計
費
含

む
） 
４
３
２
３
万
円 

　

村
民
誰
も
が
生
涯
に
わ
た
り
、
身
体
的
、

精
神
的
、
社
会
的
に
良
好
な
状
態
で
、
い
つ

で
も
自
主
的
に
学
び
、
豊
か
な
人
間
性
を
育

む
と
と
も
に
自
己
実
現
が
か
な
え
ら
れ
る
よ

う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
習
機

会
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
教
育
の
学
び
に
お
い
て
も
、

学
校
教
育
同
様
に
他
者
と
学
び
合
い
、
認
め

合
い
な
が
ら
相
互
理
解
を
深
め
、
持
続
可
能

な
社
会
の
実
現
を
視
野
に
入
れ
た
社
会
教
育

の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
生
涯
学
習
館
の
適
切
な
管
理
運

営
に
努
め
ま
す
。

▼
社
会
教
育
関
係
団
体
補
助
金 

19
万
円

▼
生
涯
学
習
館
管
理
費 

92
万
円

　

文
化
芸
術
は
、
人
が
心
豊
か
で
潤
い
の
あ

る
生
活
や
自
己
実
現
に
欠
か
せ
な
い
領
域
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
村
民
の
誰
も
が
身
近
に
文

化
芸
術
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
と
し

て
文
化
芸
術
鑑
賞
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
郷
土
資
料
館
と
日
本
郷
土
玩
具
館

に
つ
い
て
は
、
適
切
な
管
理
運
営
を
図
り
な

が
ら
学
校
教
育
と
連
携
し
、
収
蔵
し
て
い
る

文
化
財
や
歴
史
的
資
料
等
を
活
用
し
た
教
育

の
推
進
に
努
め
ま
す
。

▼
文
化
芸
術
鑑
賞
事
業 

20
万
円

▼
郷
土
資
料
館
管
理
費 

32
万
円

▼
日
本
郷
土
玩
具
館
管
理
費 

63
万
円

　

長
寿
大
学「
ト
ド
松
学
級
」に
つ
い
て
は
、

現
在
、
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
同
じ
世
代
で

仲
間
意
識
を
深
め
な
が
ら
交
流
し
、
生
き
生

き
と
学
習
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
健
康
で
豊
か
な
生
活
を
送
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
幸
福
感
に
つ
な
が
る
活
動
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

　

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

ス
ポ
ー
ツ
は
健
康
増
進
や
体
力
の
向
上
だ
け

で
な
く
、
活
力
あ
る
社
会
の
形
成
や
心
身
の

健
康
促
進
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

誰
も
が
気
軽
に
運
動
し
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
広
が
る
事
業
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
社
会
体
育
団
体
や
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
活
動
の
支
援
を
図
る
と
と
も
に
、
ス

ポ―

ツ
関
連
施
設
の
適
切
な
管
理
を
行
い
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
普
及
と
推
進
に
努
め
ま
す
。

▼
社
会
体
育
団
体
活
動
補
助
金 

14
万
円

▼
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
補
助
金 

60
万
円

▼
村
民
運
動
会
補
助
金 

50
万
円

▼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
費
補
助
金

 

２
４
０
万
円

▼
総
合
グ
ラ
ン
ド
整
備
委
託
料

 

１
９
０
万
円

　

図
書
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
計
画
的
な
図
書
の
購

入
や
蔵
書
の
整
理
に
よ
る
読
書
環
境
の
整
備

を
図
り
ま
す
。

▼
図
書
購
入
費 

10
万
円

　

以
上
、
令
和
８
年
度
の
教
育
行
政
の
基
本

的
な
執
行
方
針
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
・
行
政
と
の
連
携
を
一
層
深
め
、

子
ど
も
た
ち
の
健
康
と
学
び
を
し
っ
か
り
と

守
る
と
と
も
に
、
村
民
全
員
が
共
に
支
え
合

い
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
と
し
て
活
躍

で
き
る
よ
う
、
教
育
の
充
実
・
発
展
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
村
理
事

者
・
村
議
会
議
員
並
び
に
村
民
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

３
．
社
会
教
育
の
推
進

防災行政情報メール配信サービス
　村では平成26年12月から、メールで様々な情報を配信しています。登録は無料です。メール配信サービスの登録手順は
次のとおりですが、ご自身で登録できない場合や不明な点がありましたら役場総務課までお問合せください。

村内情報をメールでお届け

1 2　下記のＵＲＬを携帯電話やパソコンに入力し
てください。
https://krs.bz/kamoenergy/m?f=3

　登録フォームにメールアドレスを記入してく
ださい。
　入力後、確認 を押してください。確認後、
登録 を押してください。
　登録完了後、完了メールが届きます。

カメラ機能付き携帯電話で右のQRコードを
読み込むことで登録フォームに接続するこ
とができます。



　

第
１
回
村
議
会
定
例
会
が
３
月
10
〜
12
日
の

３
日
間
開
催
さ
れ
、
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て（
令
和
７
年
度
神
恵
内
村
一

般
会
計
補
正
予
算　

第
５
号
）等
16
件
の
議
案

を
可
決
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
１
号
〉

▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
令
和
７
年
度
神
恵
内
村
一
般
会
計
補
正
予

算　

第
５
号
）

…
…

　

承
認

　

専
決
処
分
の
内
容
は
令
和
７
年
度
神
恵
内
村

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）で
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
３
６
０
万
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
24
億

５
３
３
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

補
正
の
内
容
は
、
歳
入
に
お
い
て
衆
議
院
議

員
総
選
挙
及
び
最
高
裁
判
所
裁
判
国
民
審
査
委

託
金
で
２
８
０
万
円
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

で
８
０
万
円
の
追
加
を
し
ま
し
た
。
歳
出
に
お

い
て
は
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び
最
高
裁
判

所
裁
判
官
国
民
審
査
の
事
務
従
事
者
手
当
他
で

１
７
３
万
６
千
円
、
投
・
開
票
管
理
者
報
酬
他

で
66
万
２
千
円
の
追
加
が
主
な
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
２
号
〉

▼
令
和
７
年
度
神
恵
内
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

…
…

　

原
案
可
決

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
億

２
３
４
０
万
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
23
億
２
９
９
０
万
円
と
し
ま

し
た
。

　

補
正
の
内
容
は
、
歳
入
に
お
い
て
財
政
調
整

基
金
繰
入
金
で
９
７
５
０
万
８
千
円
、
歯
科
診

療
所
管
理
収
入
の
診
療
収
入
で
１
１
０
０
万
円

の
減
額
、
社
会
保
障
・
税
番
号
シ
ス
テ
ム
整
備

費
補
助
金
で
１
７
０
万
６
千
円
の
追
加
が
主
な

も
の
で
す
。
歳
出
に
お
い
て
は
、
企
業
立
地
助

成
金
で
３
０
０
０
万
円
、
歯
科
診
療
所
費
の
診

療
業
務
委
託
料
で
１
１
０
０
万
円
の
減
額
、
身

体
障
害
者
福
祉
施
設
費
で
４
６
１
万
６
千
円
の

追
加
が
主
な
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
３
号
〉

▼
令
和
８
年
度
神
恵
内
村
一
般
会
計
予
算

…
…

　

原
案
可
決

〈
議
案
第
４
号
〉

▼
令
和
８
年
度
神
恵
内
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算

…
…

　

原
案
可
決

〈
議
案
第
５
号
〉

▼
令
和
８
年
度
神
恵
内
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算

…
…

　

原
案
可
決

〈
議
案
第
６
号
〉

▼
令
和
８
年
度
神
恵
内
村
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算

…
…

　

原
案
可
決

〈
議
案
第
７
号
〉

▼
令
和
８
年
度
神
恵
内
村
簡
易
水
道
事
業
会
計

予
算

…
…

　

原
案
可
決

　

議
案
第
３
号
か
ら
第
７
号
ま
で
の
令
和
８
年

度
各
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、
村
政
執
行
方
針

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
議
案
第
８
号
〉

▼
神
恵
内
村
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
基
金
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

…
…

　

原
案
可
決

　

地
域
再
生
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
地
域
再

生
計
画
の
名
称
変
更
に
つ
い
て
は
、
変
更
の
都

度
条
例
改
正
を
必
要
と
し
な
い
条
例
の
改
正
を

行
い
ま
し
た
。

〈
議
案
第
９
号
〉

▼
神
恵
内
村
子
育
て
世
帯
移
住
定
住
生
活
応
援

給
付
金
支
給
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

…
…

　

原
案
可
決

　

日
本
一
子
育
て
し
や
す
い
村
づ
く
り
を
目
指

し
、
子
育
て
世
帯
の
支
援
拡
充
の
給
付
制
度
を

創
設
し
、
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
新

た
に
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
10
号
〉

▼
神
恵
内
村
合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
事
業
補
助

金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

…
…

　

原
案
可
決

　

近
年
の
物
価
高
騰
に
よ
り
、
浄
化
槽
設
置
工

事
費
が
値
上
が
り
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
補
助

限
度
額
を
引
き
上
げ
る
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
11
号
〉

▼
神
恵
内
村
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

…
…

　

原
案
可
決

　

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
伴
い
、
乳
児
等
通
園

支
援
事
業
に
係
る
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定
し
ま

し
た
。

〈
議
案
第
12
号
〉

▼
神
恵
内
村
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
市
町
村
計

画
の
策
定
に
つ
い
て

…
…

　

原
案
可
決

　

現
計
画
が
令
和
７
年
度
末
で
計
画
期
間
が
終

了
す
る
こ
と
か
ら
、
令
和
８
年
度
か
ら
12
年
度

ま
で
の
５
年
間
を
期
間
と
す
る
新
た
な
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
13
号
〉

▼
神
恵
内
村
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

…
…

　

原
案
可
決

議
会
だ
よ
り

第
１
回

村
議
会
定
例
会

（14）



　

管
理
職
員
に
対
し
選
挙
事
務
に
限
り
時
間
外

手
当
を
支
給
す
る
た
め
、
条
例
を
改
正
し
ま
し

た
。

〈
議
案
第
14
号
〉

▼
副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て

…
…

　

同
意

　

本
年
３
月
27
日
の
任
期
満
了
に
伴
う
副
村
長

の
選
任
に
つ
い
て
、
青
塚
芳
朝
氏
を
再
任
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
15
号
〉

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

…
…

　

同
意

　

本
年
３
月
31
日
の
任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、
三
浦
喜
美
代
氏

を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
16
号
〉

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

…
…

　

同
意

　

本
年
４
月
26
日
の
任
期
満
了
に
伴
う
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、

阿
部
正
行
氏
を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。

質
問　

松
本　

遊　

議
員

　

消
防
職
員
の
皆
さ
ん
は
、
住
民
の
生
命
・
財

産
を
守
る
た
め
、
防
火
活
動
や
火
災
時
の
消
火

活
動
、
救
急
患
者
に
対
す
る
病
院
前
救
護
、
さ

ら
に
は
安
全
業
務
の
管
理
や
予
防
活
動
な
ど
、

幅
広
い
業
務
に
従
事
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
加
え

て
、
近
年
の
救
急
需
要
の
増
加
に
対
応
す
る
た

め
、
日
頃
か
ら
訓
練
を
重
ね
、
設
備
や
装
備
を

整
え
、
火
災
や
災
害
発
生
時
に
は
地
域
の
特
性

を
生
か
し
な
が
ら
、
迅
速
な
救
助
活
動
を
行
う

な
ど
、
地
域
防
災
の
中
核
的
な
役
割
を
担
っ
て

お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
私
は
以
前
か
ら「
な
ぜ

本
村
に
は
救
急
車
が
配
備
さ
れ
て
い
な
い
の

か
」と
い
う
疑
問
を
抱
い
て
お
り
ま
し
た
。
現

場
に
駆
け
付
け
た
時
に
は
す
で
に
患
者
が
重
体

と
な
っ
て
お
り
、
医
療
機
関
へ
搬
送
し
て
も
手

遅
れ
と
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
も
伺
っ
て
お
り

ま
す
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
、
人
口
減
少
が

進
ん
で
い
る
と
は
い
え
、
救
急
要
請
の
件
数
は

必
ず
し
も
減
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
、
本
村
の
過
去
10
年
間
の
救
急
要
請
件
数
を

調
べ
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
の
平
均
人
口
は
９
２
９
人
で
し

た
が
、
令
和
６
年
度
は
７
３
９
人
と
な
り
、
こ

の
10
年
間
で
１
９
０
人
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
救
急
要
請
件
数
は
平
成
28
年

度
が
40
件
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
令
和
４
年
度

は
41
件
、
令
和
５
年
度
は
42
件
と
な
っ
て
お
り
、

年
ご
と
の
増
減
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
10
年
間

の
平
均
は
36
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ち
な
み

に
今
年
度
は
２
月
末
現
在
で
33
件
の
救
急
要
請

が
あ
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
北
海
道
に
お
い
て
救
急
車
が
未
配
備

の
自
治
体
と
、
最
寄
り
の
救
急
車
ま
で
の
距
離

の
状
況
に
つ
き
ま
し
て
、
救
急
車
が
未
配
備
の

自
治
体
は
全
道
で
10
町
村
あ
り
、
そ
の
中
で
も

救
急
車
の
到
着
ま
で
に
最
も
時
間
を
要
す
る
の

が
神
恵
内
村
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

総
務
省
消
防
庁
が
公
表
し
た
２
０
２
４
年
度

の
デ
ー
タ
に
よ
り
ま
す
と
、「
１
１
９
番
通
報
を

受
け
て
か
ら
救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で

の
時
間
」は
全
国
平
均
で
９
・
８
分
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

人
命
を
守
る
た
め
に
は
、
少
し
で
も
早
い
救

急
車
の
到
着
が
必
要
で
あ
り
、
地
域
間
の
格
差

を
解
消
す
る
観
点
か
ら
も
、
本
村
に
お
い
て
救

急
車
の
導
入
を
検
討
・
推
進
す
べ
き
と
考
え
ま

す
が
、
村
長
の
見
解
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

答
弁　

村
長　

髙
橋　

昌
幸

　

現
在
、
神
恵
内
村
に
お
い
て
救
急
事
案
が
発

生
し
た
際
に
は
、
岩
内
寿
都
地
方
消
防
組
合
に

お
い
て
共
同
で
行
っ
て
お
り
、
岩
内
本
署
か
ら

救
急
車
が
出
動
す
る
体
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員
ご
指
摘
の
よ
う
に
到
着
ま
で
に
一
定
の
時

間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
人
命
を
守
る
上
で
大

変
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

迅
速
な
救
急
対
応
の
た
め
に
は
当
村
の
消
防

支
署
に
救
急
車
を
配
置
す
る
こ
と
が
理
想
で
す

が
、
24
時
間
３
６
５
日
の
救
急
運
用
体
制
を
構

築
す
る
た
め
に
は
、
交
代
要
員
を
含
め
、
現
在

の
消
防
支
署
職
員
６
人
か
ら
少
な
く
と
も
更
に

６
人
を
増
員
す
る
必
要
が
あ
り
、
最
低
12
人
以

上
の
支
署
体
制
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

例
と
し
て
音
威
子
府
村
で
12
名
、
島
牧
村
で

15
名
の
署
員
態
勢
で
運
用
し
て
い
る
と
伺
っ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
員
増
は
地
方
交
付
税
の
基
準
財
政

需
要
額
に
算
定
さ
れ
、
国
か
ら
一
定
の
財
政
措

置
が
あ
る
と
は
い
え
、
全
額
が
賄
わ
れ
る
わ
け

で
は
な
く
、
村
と
し
て
大
き
な
財
政
負
担
が
生

じ
ま
す
。
現
在
の
村
の
財
政
状
況
や
今
後
の
人

口
推
移
を
見
据
え
ま
す
と
、
単
独
で
の
体
制
整

備
は
非
常
に
難
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の

が
実
情
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
般
質
問

救
急
車
の
配
備
に
つ
い
て

（15）



　

そ
の
た
め
、
村
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
救
急

車
が
到
着
す
る
ま
で
、
救
急
支
援
車
の
先
行
出

動
に
よ
る
応
急
体
制
や
、
重
症
事
案
に
お
け
る

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
の
連
携
等
、
限
ら
れ
た
人
的

資
源
の
中
で
あ
っ
て
も
、
で
き
る
だ
け
の
手
段

を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

密
に
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
先
月
２
月
24
日
か
ら
、
小

樽
市
に
共
同
で
設
置
し
ま
し
た
後
志
共
同
消
防

指
令
セ
ン
タ
ー
の
運
用
が
始
ま
り
、
消
防
指
令

業
務
が
広
域
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

夜
間
に
お
い
て
も
、
当
村
支
署
か
ら
救
急
支
援

車
が
迅
速
に
出
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

な
ど
、
救
急
業
務
に
お
い
て
改
善
で
き
た
部
分

も
ご
ざ
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
救
急
・
救
命
体

制
の
維
持
改
善
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

  

再
質
問　

松
本　

遊　

議
員

　

限
ら
れ
た
人
員
、
財
源
の
中
で
ご
尽
力
頂
い

て
い
る
事
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
救
急
車
の
配
備
に
つ
い
て
は
、

配
備
し
た
く
て
も
配
備
で
き
な
か
っ
た
様
々
な

理
由
が
あ
る
こ
と
、
特
に
財
源
の
問
題
が
大
き

な
要
因
で
あ
る
こ
と
は
理
解
し
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
救
急
車
の
配
備
も
可
能
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
消
防
費
の
中
で
救
急
業
務
費
と
し
て
、

令
和
７
年
度
は
、
約
１
４
０
０
万
円
、
令
和
８

年
度
で
約
２
０
０
０
万
円
を
計
上
し
て
お
り
ま

す
。
仮
に
本
村
に
救
急
車
を
配
備
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
こ
の
救
急
業
務
費
の
削
減
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
本
村

に
救
急
車
を
配
備
し
た
場
合
、
近
隣
の
泊
村
の

住
民
も
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
こ
と
か

ら
、
泊
村
と
連
携
し
広
域
的
な
視
点
で
費
用
負

担
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
で
、
財
源
確
保
の

一
つ
の
方
法
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
令
和
８
年
度
か
ら
は
小
学
校
の
給

食
費
と
し
て
、
月
額
５
２
０
０
円
が
国
の
支
援

に
よ
り
措
置
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
現
在
村
が

負
担
し
て
い
る
給
食
費
の
一
部
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
財
源
の
活
用
方
法
を
検
討
す
る
余
地
も

生
ま
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

加
え
て
、
令
和
９
年
度
の
改
選
期
か
ら
は
、

議
員
定
数
を
１
名
削
減
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て

お
り
ま
す
。

　

私
自
身
、
立
候
補
し
た
当
初
か
ら
、
議
員
定

数
の
削
減
を
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ
の

理
由
は
単
に
議
員
数
を
減
ら
す
こ
と
が
目
的
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
削
減
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
財

源
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
を
考
え
、「
住

民
自
治
の
強
化
に
つ
な
が
る
施
策
の
財
源
を
確

保
す
る
」と
い
う
観
点
か
ら
提
案
し
て
き
ま
し

た
。
も
し
、
そ
の
削
減
分
の
財
源
が
救
急
車
配

備
の
た
め
に
充
て
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
定
数

削
減
の
効
果
と
し
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
だ
け

で
十
分
な
財
源
が
、
確
保
で
き
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
限
ら
れ
た
予
算
や
資
源
を
、
緊
急
性
や

重
要
性
の
高
い
分
野
へ
重
点
的
に
配
分
し
、
場

合
に
よ
っ
て
は
不
採
算
事
業
の
見
直
し
を
行
う

こ
と
も
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
そ
の
よ
う
な
見
直
し
を
行
う
こ
と
で
、
財

源
を
確
保
す
る
こ
と
は
可
能
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

私
は
、
救
急
車
配
備
は
住
民
の
生
命
を
守
る

た
め
の
極
め
て
重
要
性
の
高
い
施
策
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。
財
源
を
確
保
し
て
で
も

実
現
す
べ
き
課
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
改

め
て
村
長
の
見
解
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

　

 

再
答
弁　

村
長　

髙
橋　

昌
幸

　

神
恵
内
村
の
村
民
皆
様
方
が
安
心
感
を
持
っ

て
生
活
を
し
て
頂
く
た
め
に
、
そ
の
よ
う
な
環

境
を
作
る
と
い
う
こ
と
は
私
に
課
せ
ら
れ
た
大

き
な
任
務
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い
う
点
か
ら

言
い
ま
す
と
救
急
体
制
の
充
実
は
避
け
て
は
通

れ
な
い
問
題
で
有
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
も

う
一
つ
私
に
課
せ
ら
れ
た
任
務
は
神
恵
内
村
の

財
政
に
関
す
る
問
題
で
、
将
来
に
渡
っ
て
持
続

的
に
発
展
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
財

政
が
脆
弱
な
神
恵
内
村
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
を

両
立
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
問
題
で
あ
り
ま
す

が
、
私
が
執
行
方
針
で
申
し
あ
げ
ま
し
た
ジ
ェ

レ
ミ
ー
・
ベ
ン
サ
ム
が
唱
え
た「
最
大
多
数
の

最
大
幸
福
」を
実
現
す
る
と
言
う
こ
と
は
、
決

し
て
こ
の
２
点
が
矛
盾
す
る
こ
と
で
は
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る

努
力
を
す
る
こ
と
を
、
今
後
も
続
け
て
ま
い
り

ま
す
。

　

特
に
こ
の
救
急
体
制
に
つ
い
て
は
、
先
程
申

し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
岩
内
寿
都
消
防
組
合
に

お
い
て
広
域
連
携
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
し

て
、
発
足
当
時
か
ら
比
較
し
ま
し
て
救
急
車
の

装
備
の
面
や
、
消
防
職
員
の
訓
練
に
よ
っ
て
救

急
体
制
は
非
常
に
高
ま
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
消
防
体
制
に
対
し
て
物
的

に
も
人
的
に
も
、
努
力
を
続
け
て
い
く
こ
と
で

体
制
の
整
備
を
図
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ

る
と
言
う
こ
と
が
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
大

き
な
使
命
の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
今

後
も
そ
の
方
向
性
を
模
索
し
な
が
ら
、
将
来
に

渡
っ
て
神
恵
内
村
が
健
全
財
政
運
営
を
続
け
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
、
不
断
の
努
力
を
続
け

ま
す
。
総
合
的
に
判
断
し
て
ひ
と
つ
ひ
と
つ
出

来
る
こ
と
か
ら
優
先
度
を
勘
案
し
な
が
ら
こ
れ

か
ら
も
村
民
の
皆
様
の
幸
福
を
高
め
る
た
め
に

全
力
を
尽
く
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

松
本　

遊　

議
員

　

限
り
な
く
出
来
る
範
囲
で
ご
尽
力
頂
け
る
と

い
う
事
で
し
た
の
で
、
引
き
続
き
ご
尽
力
の
方

お
願
い
し
ま
す
。

　

私
は
、
診
療
所
や
歯
科
診
療
所
が
必
要
で
あ

る
の
と
同
様
に
、
救
急
車
の
配
備
も
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

岩
内
本
部
か
ら
神
恵
内
村
役
場
ま
で
の
距
離

は
24
・
５
㎞
で
あ
り
、
赤
石
・
珊
内
・
川
白
地

区
へ
の
救
急
車
の
到
着
時
間
は
、
さ
ら
に
遅
く

な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

救
急
車
を
配
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
早
期
の

病
院
到
着
が
可
能
と
な
り
、
よ
り
迅
速
に
人
命

を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
何
よ

り
も
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
す
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
消
防
職
員
が

増
え
る
こ
と
で
、
早
期
に
現
場
へ
出
動
し
、
観

察
や
応
急
処
置
を
行
う
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま

す
。
加
え
て
、
職
員
の
増
加
は
人
口
増
加
に
つ

な
が
る
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
の
村
政
執
行
方
針
の
中
で
、
災

害
か
ら
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
防
災
対
策
、

安
心
し
て
子
育
て
が
出
来
る
村
づ
く
り
を
目
指

し
た
子
育
て
支
援
政
策
、
高
齢
者
が
安
心
し
て

（16）



暮
ら
す
事
が
出
来
る
福
祉
・
医
療
・
保
健
サ
ー

ビ
ス
が
充
実
し
た
村
づ
く
り
が
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
救
急
車
の
配
備
は
こ
れ
ら
施
策
と
大
き

く
関
わ
る
重
要
な
取
組
で
あ
る
と
私
は
考
え
て

お
り
ま
す
。
そ
し
て
神
恵
内
村
に
住
ん
で
い
て

も
都
市
部
で
暮
ら
す
人
々
と
同
様
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

　

財
源
と
い
う
大
き
な
問
題
が
あ
る
こ
と
は
、

重
々
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
改
め
て
救
急
車

配
備
の
重
要
性
・
必
要
性
に
対
し
て
ご
検
討
し

て
頂
く
よ
う
お
願
い
し
て
、
私
か
ら
の
村
長
へ

の
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

質
問　

松
本　

遊　

議
員

　

令
和
８
年
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、
教
育

行
政
執
行
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
学
校
教
育
の
推
進
に
お
い
て
、
今

後
の
持
続
可
能
な
学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

「
既
存
の
校
舎
や
そ
の
設
備
を
有
効
活
用
し
、

９
年
間
を
見
据
え
た
学
校
運
営
や
教
育
方
針
を

統
合
す
る
小
中
一
貫
校
へ
の
移
行
が
、
現
段
階

で
は
有
効
か
つ
合
理
的
で
あ
る
」と
示
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

私
は
、
令
和
６
年
６
月
に
開
催
さ
れ
た
第
二

回
定
例
会
に
お
い
て
、
小
中
一
貫
教
育
の
必
要

性
に
つ
い
て
質
問
し
、
早
期
に
義
務
教
育
学
校

へ
の
移
行
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
提
言

い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
降
、
現
在
に
至
る
ま
で
、Ｐ
Ｔ
Ａ
に

お
い
て
は
義
務
教
育
学
校
を
議
題
と
し
た
講
演

会
を
２
回
開
催
し
、
ま
た
学
校
運
営
協
議
会
に

お
い
て
も
小
中
一
貫
校
の
状
況
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ

ト
に
つ
い
て
意
見
を
聞
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
９
年
間
を
見
据
え
た
小
中
一
貫
教

育
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

現
在
の
学
校
体
制
や
児
童
・
生
徒
数
を
踏
ま
え

ま
す
と
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
移
行
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
教
育
長
に
２
点
質
問
い
た
し
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
令
和
８
年
度
に
お
い
て
は
、
意

見
を
集
約
し
、
協
議
を
重
ね
な
が
ら
調
整
し
て

い
く
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
教
育
委
員

会
と
し
て
小
中
一
貫
校
、
あ
る
い
は
義
務
教
育

学
校
へ
の
移
行
に
つ
い
て
、
い
つ
頃
の
実
現
を

目
標
と
し
て
検
討
し
て
い
る
の
か
、
現
時
点
で

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
既
存
の
校
舎
や
設
備
を
有
効
活

用
す
る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
の
検
討

段
階
に
お
い
て
は
、
小
学
校
と
中
学
校
そ
れ
ぞ

れ
の
校
舎
を
活
用
す
る
形
を
想
定
し
て
い
る
の

か
。
あ
る
い
は
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
校
舎
へ
集

約
す
る
形
を
想
定
し
て
い
る
の
か
現
時
点
の
検

討
や
方
向
性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁　

教
育
長　

玉
川　

量
規

　

以
前
、
松
本
議
員
か
ら
義
務
教
育
学
校
へ
の

転
換
に
つ
い
て
の
ご
質
問
を
お
受
け
し
て
お
り

ま
す
。

　

そ
の
後
の
検
討
経
過
、
そ
し
て
、
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て
、
併
せ
て
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

　

検
討
当
初
は
、
当
村
の
持
続
可
能
な
学
校
の

モ
デ
ル
と
し
て
義
務
教
育
学
校
に
焦
点
を
絞
り
、

教
育
委
員
会
事
務
局
、
及
び
学
校
管
理
職
の
内

部
で
視
察
研
修
等
を
行
い
な
が
ら
検
討
を
は
じ

め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
ず
、
義
務
教
育
学
校
の
建
物
と
し
て
、
基

本
的
に
校
舎
一
体
型
で
整
備
さ
れ
て
い
る
ケ
ー

ス
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

制
度
的
に
校
舎
併
設
型
で
の
運
営
も
可
能
で

す
が
、
子
ど
も
の
安
全
、
安
心
を
見
守
る
管
理

体
制
や
、
子
ど
も
は
も
と
よ
り
教
育
関
係
者
が

一
体
感
を
持
っ
て
教
育
活
動
に
専
念
し
、
そ
の

効
果
を
上
げ
る
体
制
と
し
て
、
一
体
型
が
適
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
文
部
科
学
省
で
は
、
様
々
な
教
育
効

果
を
高
め
る
環
境
と
し
て
、
学
校
は
一
定
以
上

の
規
模
を
確
保
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
そ
の

標
準
は
、
小
・
中
学
校
と
も
に
12
学
級
以
上
18

学
級
以
下
と
示
し
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
た
背

景
も
あ
り
、
義
務
教
育
学
校
を
新
設
す
る
自
治

体
で
は
、
数
校
あ
る
学
校
の
再
編
の
タ
イ
ミ
ン

グ
も
考
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
仮

に
本
村
に
お
い
て
も
義
務
教
育
学
校
を
新
設
す

る
と
す
れ
ば
、
校
舎
一
体
型
が
望
ま
し
い
反
面
、

行
財
政
的
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
大
変
難
し

い
状
況
と
言
え
ま
す
。

　

続
い
て
、
教
育
課
程
に
つ
い
て
で
す
。

　

教
育
課
程
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
教
育
目

標
を
達
成
す
る
た
め
、
国
が
定
め
る
学
習
指
導

要
領
に
基
づ
き
、
各
学
校
が
子
ど
も
の
発
達
段

階
や
地
域
の
実
情
を
考
慮
し
て
編
成
す
る
教
育

内
容
や
授
業
時
数
の
計
画
で
す
。

　

義
務
教
育
学
校
に
転
換
す
る
場
合
、
す
で
に

編
成
さ
れ
て
い
る
小
学
校
、
中
学
校
の
教
育
課

程
を
根
本
的
に
見
直
す
必
要
が
あ
り
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
再
構
築
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

義
務
教
育
学
校
は
、
特
に
施
設
、
教
育
課
程
、

学
校
行
事
、
校
歌
、
そ
れ
ら
を
全
て
整
え
て
か

ら
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
つ
く
事
に
な
り
ま
す
の

で
、
教
育
行
政
、
学
校
現
場
と
も
に
相
当
の
労

力
と
時
間
を
要
し
、
大
き
な
負
担
を
掛
け
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。そ
う
し
た
側
面
か
ら
も
、ハ
ー

ド
ル
が
高
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
検
討
を
重
ね
る
中
、
義
務
教
育
学

校
以
外
で
も
、
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
方
法
は

な
い
か
視
点
を
変
え
て
検
討
に
加
え
た
の
が
小

中
学
校
の
併
置
校
で
す
。
端
的
に
言
え
ば
、
小

学
校
、
中
学
校
の
組
織
を
そ
の
ま
ま
一
つ
の
学

校
に
収
め
、
学
校
を
運
営
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、

教
育
課
程
に
お
い
て
も
そ
の
再
編
を
特
に
強
い

ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

教
育
行
政
報

告
で
も
少
し
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
以
前
の
珊

内
、
川
白
の
小
中
学
校
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
職
員
の
配
置
に
つ
い
て
も
、
少
人

教
育
執
行
方
針
に
つ
い
て

（17）



数
の
学
校
に
配
慮
し
た
基
準
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
小
規
模
校
に
あ
っ
て
は
義
務
教
育
学
校
の

配
置
基
準
よ
り
柔
軟
性
が
あ
る
こ
と
も
分
か
り

ま
し
た
。
そ
う
し
た
特
性
も
あ
っ
て
、
視
察
し

た
小
樽
市
立
忍
路
小
中
学
校
で
は
１
年
の
準
備

期
間
で
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
当
村
に
お
い
て
も
、

ま
ず
、
小
中
学
校
併
置
校
に
転
換
し
た
う
え
で
、

よ
り
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
特
色
あ
る
教
育

を
進
め
た
い
、
ま
た
は
、
そ
う
し
た
必
要
性
が

あ
る
と
の
状
況
に
な
れ
ば
、
継
続
し
て
義
務
教

育
学
校
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
も
検
討
し
て
い

け
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
考
え
方

に
つ
い
て
の
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
や
は
り
児
童
生
徒
数
の
推

移
に
よ
る
教
職
員
の
配
置
状
況
と
考
え
ま
す
。

今
の
推
移
で
は
、
小
学
校
に
お
い
て
も
令
和
12

年
度
に
教
頭
が
担
任
を
兼
務
し
、
ま
た
、
事
務

職
員
も
未
配
置
と
な
り
ま
す
。
翌
年
13
年
度
に

は
養
護
教
諭
も
未
配
置
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
課
題
を
解
決
す
る
に
は
、
４
年
以
内
で
の
転

換
が
必
須
に
な
り
ま
す
。

　

小
樽
市
立
忍
路
小
中
学
校
が
１
年
で
転
換
で

き
て
い
ま
す
の
で
、
丁
寧
で
慎
重
に
、
か
つ
調

整
を
早
め
４
年
を
掛
け
ず
、
で
き
る
だ
け
早
く

移
行
し
た
く
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

続
い
て
、
施
設
の
活
用
に
つ
い
て
お
答
え
し

ま
す
。

　

小
中
一
貫
教
育
を
進
め
る
う
え
で
大
変
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
は
、
職
員
室
を
一
つ
に
す
る
こ
と

で
す
。
義
務
教
育
学
校
に
せ
よ
、
小
中
学
校
併

置
校
に
せ
よ
、
教
職
員
同
士
の
お
互
い
の
理
解

と
連
携
、そ
し
て
協
力
、実
践
が
最
も
大
切
で
す
。

　

こ
こ
だ
け
は
、
常
に
最
重
要
課
題
と
し
て
認

識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

来
年
度
に
お
い
て
は
、
そ
の
重
要
性
を
鑑
み
、

小
学
校
と
中
学
校
の
連
携
を
一
層
重
視
し
た
教

育
の
推
進
に
取
り
組
む
予
定
で
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
施
設
活
用
の
視
点
で
は
、
職
員
室
は
ど

ち
ら
か
に
統
合
し
、
教
科
、
教
育
活
動
を
そ
れ

ぞ
れ
の
施
設
を
柔
軟
か
つ
有
効
に
活
用
で
き
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
小
中
一
貫
教
育

に
お
け
る
教
育
委
員
会
と
し
て
考
え
方
を
申
し

上
げ
答
弁
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

再
質
問　

松
本　

遊　

議
員

　

一
つ
目
の
答
弁
で
４
年
以
内
と
い
う
こ
と
で

し
た
が
、
出
来
れ
ば
早
期
に
移
行
を
進
め
て
行

く
べ
き
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

小
中
一
貫
校
へ
の
移
行
は
、
今
後
の
学
校
教

育
の
在
り
方
を
大
き
く
左
右
す
る
重
要
な
課
題

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
地
域
や
保
護
者
へ
の
丁
寧
な
説

明
と
と
も
に
、
教
育
委
員
会
と
し
て
の
考
え
方

や
見
通
し
に
つ
い
て
も
、
で
き
る
だ
け
早
い
段

階
で
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
児
童
・
生
徒
数
の
推
移
や

学
校
施
設
の
状
況
を
踏
ま
え
ま
す
と
、
検
討
の

み
が
長
期
間
続
く
こ
と
は
、
学
校
運
営
に
お
い

て
も
望
ま
し
い
状
況
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

た
だ
、
中
学
校
は
生
徒
数
も
教
員
数
も
減
っ
て

き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
早
期
に
と
言
う
こ
と

で
し
た
の
で
、
出
来
る
だ
け
迅
速
に
進
め
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
１
点
目
の
質
問
は
こ
こ
で

終
わ
り
ま
す
。

　

次
に
２
つ
目
の
答
弁
で
す
が
、
様
々
な
可
能

性
を
検
討
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
小

中
一
貫
校
の
形
態
に
は
、
一
体
型
、
隣
接
型
、

分
離
型
な
ど
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
が
、

既
存
の
校
舎
を
活
用
す
る
場
合
、
現
在
の
学
校

施
設
の
老
朽
化
に
つ
い
て
も
考
慮
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

神
恵
内
小
学
校
の
校
舎
は
、
１
９
７
３
年
に

赤
石
小
学
校
と
統
合
し
た
際
に
建
設
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
建
設
か
ら
す
で
に
50
年
以
上
が
経

過
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
の
校
舎
に

つ
い
て
も
、
間
も
な
く
建
設
か
ら
50
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

実
際
に
今
年
度
に
お
い
て
も
、
小
学
校
屋
根

等
防
水
工
事
費
と
し
て
約
４
３
０
０
万
円
が
計

上
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
中
学
校
体
育
館
の
外
壁

に
つ
い
て
も
損
傷
が
進
ん
で
い
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

一
方
で
、
今
年
度
、
１
９
７
２
年
に
開
村
し

た
青
少
年
旅
行
村
の
段
階
的
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
も
着
手
す
る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
ま
す
と
、
今
後
、

小
中
一
貫
校
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
り
、
既
存

施
設
の
活
用
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
校
舎
の
整

備
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
お
伺
い
い
た
し

ま
す
。

　

学
校
施
設
は
、
児
童
生
徒
が
日
常
的
に
学
ぶ

教
育
環
境
で
あ
り
、
神
恵
内
の
将
来
を
担
う
人

材
を
育
て
る
重
要
な
基
盤
で
も
あ
り
ま
す
。
小

中
一
貫
校
の
整
備
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
将
来

的
な
新
校
舎
の
整
備
に
つ
い
て
も
検
討
す
べ
き

と
考
え
ま
す
が
、
教
育
長
の
見
解
を
お
伺
い
い

た
し
ま
す
。

再
答
弁　

教
育
長　

玉
川　

量
規

　

小
・
中
学
校
の
施
設
に
つ
い
て
、
新
し
い
施

設
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ご
意
見

と
認
識
い
た
し
ま
す
。
教
育
施
設
個
別
施
設
計

画
の
中
で
は
、
今
あ
る
施
設
を
計
画
的
に
改
修
、

補
修
を
行
い
出
来
る
だ
け
長
く
有
効
活
用
し
て
、

健
全
な
行
財
政
に
資
す
る
と
い
う
基
本
的
な
考

え
方
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
そ
っ
て
小
学
校
や

中
学
校
の
耐
震
チ
ェ
ッ
ク
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
子
供
た
ち
の
安
全
・

安
心
を
確
保
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
そ
う
し
た
部
分
を
注
視
し
な
が

ら
施
設
の
活
用
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

来
年
度
の
予
算
で
小
学
校
の
屋
根
と
壁
を
改

修
し
ま
す
が
、
そ
う
し
た
こ
と
を
重
ね
な
が
ら

有
効
で
安
全
な
施
設
を
維
持
す
る
こ
と
に
注
視

し
て
学
校
運
営
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
く
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

松
本　

遊　

議
員

　

近
年
、
補
修
や
改
修
し
て
有
効
活
用
を
し
て

い
く
点
で
は
、
私
も
賛
成
し
ま
す
が
、
建
設
か

ら
50
年
を
超
え
て
お
り
、
学
校
の
耐
久
年
数
は

一
般
的
に
80
年
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
を
見
据
え
ま
す
と
ど
こ
か
で
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
村
政
執
行
方
針
で
日
本
一
子
育
て

し
や
す
い
村
づ
く
り
元
年
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
実
現
に
向
け
て
、
教
育
環
境
の
整
備
は
欠

か
せ
な
い
課
題
で
あ
り
、
地
域
と
と
も
に
学
校

を
支
え
て
い
く
こ
と
は
、
何
よ
り
も
子
ど
も
た

ち
の
未
来
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
先
に
、
次
の
世
代
へ
夢
と
希
望
を

（18）



引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

現
在
、
校
舎
は
50
年
を
超
え
る
老
朽
化
が
進

み
、
少
人
数
の
児
童
生
徒
の
現
状
も
踏
ま
え
、

隣
接
型
の
小
中
一
貫
校
へ
の
早
期
移
行
、
そ
し

て
最
終
的
に
は
一
体
型
の
義
務
教
育
学
校
の
整

備
を
視
野
に
入
れ
た
、
持
続
可
能
で
質
の
高
い

教
育
環
境
の
構
築
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
び
、
地
域
が
誇

れ
る
学
校
づ
く
り
に
向
け
、
今
後
、
学
校
施
設

の
方
も
早
期
に
検
討
し
て
頂
く
こ
と
を
期
待
し

ま
し
て
、
私
の
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

（19）

むらのできごと

旅立つ子どもたち
　３月１６日に中学校、１９日に小学校で卒業式が行われ、
２３日には保育所で修了式が行われました。
　中学校では７名、小学校では５名、保育所では２名の
子どもたちが、笑顔で学校や保育所から旅立ちました。
　子どもたちは、今まで育ててくれた皆さんに感謝を伝
えると、涙ぐむ場面もありましたが、最後は在校生や先
生たちに見送られて、笑顔で新たな一歩を踏み出しまし
た。

【中学校卒業式】

【保育所修了式】【小学校卒業式】

商品開発プロジェクト
　２月２６日、神恵内中学校で「総合的な学習の時間『商品
開発プロジェクト』」が行われました。
　２年生の５人が、沖揚げまつりでの販売を目標に、そ
れぞれ神恵内村の特色を活かした食品での新商品を考
え、発表し、７人の審査員と会場の参加者の投票によっ
て三浦航大さんの『革命海焼き』を販売することに決定し
ました。
　選ばれた三浦さんは「選ばれると思っていなくてびっく
りした」と驚きながら喜びの表情を見せていました。



（20）むらのできごと

　２月２８日、３月１日に漁村センターで、カーボンニュートラルミーティングが行われました。
　駐車場では火おこし体験や、流木を使ったバームクーヘンづくりといった、ウインターキャンプ体験が行われ、１階
ロビーでは脱炭素に関する展示などが設置されました。
　１日には、絵本作家のあべ弘士さんとチェンバロ奏者の明楽みゆきさんをお招きして、チェンバロの演奏を聴きなが
らの絵本朗読や、あべ弘士さんによるライブペインティングが行われました。

カーボンニュートラルミーティング

保育所ひなまつり会
　３月３日、神恵内保育所で「ひなまつり会」が行われま
した。
　子どもたちは、先生から出題されたひな人形について
のクイズに元気よく答え、正解すると大喜びで歓声をあ
げていました。その後、みんなで「うれしいひなまつり」
を歌いました。最後にはみんなでゲームを行い、笑顔で
ひなまつりをお祝いしました。

はなすずめ音楽コンサート
　３月１６日に漁村センターで、東京藝術大学の学生３人（ソプラノ:平康花乃子さん、ヴァイオリン:和田涼音さん、ピアノ:
上保芽生さん）による「はなすずめ音楽コンサート」が行われました。
　コンサートではドビュッシーの｢月の光｣やサラサーテの｢ツィゴイネルワイゼン｣、上保さんが編曲を行った「ディズ
ニーメドレー」などが演奏され、途中、平康さんの合図で観客が手拍子や足踏みなどのボディーパーカッションで音を
奏でる一幕も見られました。
　観客は笑顔で音楽会を楽しみ、３人の演奏に大きな拍手を送りました。

【あべ弘士さんによる　　　
ライブペインティング】

【チェンバロを演奏する　
明楽みゆきさん】 【ウインターキャンプの様子】
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シルバーふれあい交流会開催
　３月１０日、漁村センターで神恵内村食生活改善協議会
がシルバークラブ会員を招き、シルバーふれあい交流会
が開催されました。
　保健師から低栄養予防について学んだあと、食生活改
善推進員が献立を考えて調理した、えびと豆腐のあんか
けやブロッコリーが入った炊き込みご飯などで昼食を楽
しみました。
　昼食後は摂食・嚥下障害予防となる口腔体操などで交
流しました。

古宇郡漁協神恵内地区女性部の活躍
　３月５日・６日に東京都で開催された「第３１回全国青
年・女性漁業者交流大会」に古宇郡漁協神恵内地区女性
部（村田由紀子部長）が北海道代表として出場しました。
　今回、全６団体が参加する「流通・消費拡大部門」で日
頃の活動成果の発表を行い、見事【水産庁長官賞】を受賞
という素晴らしい快挙を成し遂げられました。
　女性部の皆さんの日頃の活動に対するご尽力に心から
敬意を表しますとともに、今後益々のご活躍を祈念いた
します。

健闘をたたえて
　３月２１日、２２日に東京都で開催されたTOKYO OPEN ２０２６ 第７８回東京卓球選手権大会（カデットの部）に神恵内
中学校卓球部２年生の松本心優さんが出場しました。
　強豪を相手に持てる力を精一杯発揮し健闘した選手をたたえるとともに、今回の経験を糧にさらに活躍されること
を願っています。

愛好会長杯争奪ゲートボール大会開催
　３月８日、総合体育館で第３９回神恵内村ゲートボール
愛好会長杯争奪ゲートボール大会が開催され、７チーム、
３６名が参加し、優勝を目指して熱戦が繰り広げられまし
た。
　上位の成績は下記のとおりです。

【優勝した松本チーム】

【村田由紀子　部長】

優　勝　松本チーム
準優勝　川白チーム
第３位　夕やけチーム
第４位　教育委員会チーム

こころ
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防災
かもえない

第  　  回

●総務課総務係
　　☎**７６－５０１１（村内無料）
●札幌管区気象台天気相談所
　　☎０１１－６７６－５０２５
　　　　　　　　　（自動音声案内）

「防災気象情報が
  新しくなります！」

　避難情報に関するガイドラインでは、５段階の警戒レベル

で住民がとるべき行動が設定されています。対象の災害とな

る河川氾濫、大雨、土砂災害及び高潮に関する情報等は、こ

れまで警戒レベルと住民がとるべき行動がわかりにくくなっ

ていましたが、今回、５段階すべての警戒レベルに対応した

情報を改めて設定し、とるべき行動の判断をより一層支援で

きる情報体系に改善します。

　この新たな防災気象情報は、令和８年５月下旬から運用を

開始する予定です。

　気象庁ホームページの特設ページでは、新たな防災気象情

報に関する様々な資料を掲載していますので、情報が発表さ

れた際にどのような行動をとるのか事前に確認をしておきま

しょう。

テーマ 162

【新たな防災気象情報に関する特設ページ（気象庁ＨＰ）】

寄附に感謝します
　３月２５日、岩内建設業協同組合から神恵内村の防災資
機材整備費用として役立てていただきたいと１５００万円の
寄附をいただきました。
　同日、そのことに感謝して、髙橋村長から吉本正則代
表理事に感謝状を贈呈しました。
　今回いただいた寄附金はそれぞれ趣旨に則り活用させ
ていただきます。岩内建設業協同組合の皆さまのご厚意
に対し、厚くお礼申し上げます。

河川氾濫

警戒レベル

〈警戒レベル４までに危険な場所から  かならず避難！〉

レベル５
氾濫特別警報

レベル５
大雨特別警報

レベル５
土砂災害特別警報

レベル５
高潮特別警報

レベル４
氾濫危険警報

レベル４
大雨危険警報

レベル４
土砂災害危険警報

レベル４
高潮危険警報

レベル３
氾濫警報

レベル３
大雨警報

レベル３
土砂災害警報

レベル３
高潮警報

レベル２
氾濫注意報

レベル２
大雨注意報

レベル２
土砂災害注意報

レベル２
高潮注意報

５相当

警戒レベル

４相当
警戒レベル

３相当
警戒レベル

２
警戒レベル

１

１級河川などの
大河川の氾濫

大雨
低地の浸水や
大河川以外の氾濫

土砂災害 （警戒レベルごとの）
住民がとるべき行動急傾斜地のがけ崩れや

土石流

高潮
海水面の上昇や

波の打上げによる浸水

命の危険　直ちに安全確保!

危険な場所から全員避難

避難に時間を要する人は早めに避
難、避難の準備など

避難行動を確認（避難場所や避難
ルート、避難のタイミングなど）

災害への心構えを高める早期注意情報

【新たな防災気象情報の一覧表】
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載連

よ
う
て
い
法
律
事
務
所

渡
邉
弁
護
士
の
法
律
豆
知
識

ようてい法律事務所
緯 0136－21－6228

弁護士 渡 邉 恵 介

「
自
転
車
に

　
『
青
切
符
』制
度
導
入
へ
」

テ
ー
マ

　

毎
日
の
通
勤
・
通
学
や
買
い
物
、
趣
味
に
自
転
車
を
使
っ
て

い
る
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
気
軽
に
乗
れ
る
自
転
車
で
す
が
、

今
年
４
月
か
ら
大
き
な
ル
ー
ル
変
更
が
始
ま
り
ま
す
。

　

２
０
２
６
年
４
月
１
日
、
改
正
道
路
交
通
法
が
施
行
さ
れ
、

自
転
車
の
交
通
違
反
に「
交
通
反
則
通
告
制
度
」、
い
わ
ゆ
る「
青

切
符
」が
導
入
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
自
転
車
の
軽
微
な
違
反
は

注
意
・
指
導
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
後

は
16
歳
以
上
の
方
が
違
反
し
た
場
合
、
反
則
金
の
納
付
を
求
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

反
則
金
の
例
を
挙
げ
る
と
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
手
に
持
っ

て
運
転
す
る「
な
が
ら
運
転
」は
１
万
２
０
０
０
円
、
信
号
無
視

や
右
側
通
行（
逆
走
）・
歩
道
の
違
法
走
行
は
６
０
０
０
円
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。
イ
ヤ
ホ
ン
を
装
着
し
て
周
囲
の
音
が
聞
こ

え
な
い
よ
う
な
場
合
も
反
則
金
の
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

手
続
き
と
し
て
は
、
警
察
官
か
ら「
交
通
反
則
告
知
書（
青
切

符
）」と「
納
付
書
」が
手
渡
さ
れ
、
原
則
７
日
以
内
に
銀
行
や
郵

便
局
で
反
則
金
を
納
付
し
ま
す
。
反
則
金
を
支
払
う
こ
と
で
刑

事
手
続
き
に
は
進
ま
ず
、
前
科
も
つ
き
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
悪
質
・
危
険
な
違
反
や
酒
酔
い
運
転
な
ど
は「
青
切

符
」で
は
済
ま
ず
、
従
来
ど
お
り「
赤
切
符
」に
よ
る
刑
事
手
続

き
の
対
象
と
な
り
、
前
科
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
点
に
は
注
意

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
交
通
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
一
定
の

違
反
行
為（
危
険
行
為
）を
繰
り
返
す
自
転
車
運
転
者
に
対
し
て

は
、「
自
転
車
運
転
者
講
習
」の
受
講
が
義
務
付
け
ら
れ
、
こ
れ
を

無
視
し
た
場
合
は
罰
金
が
科
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
「
自
転
車
だ
か
ら
大
丈
夫
」「
高
校
生
だ
か
ら
大
丈
夫
」と
い
う

認
識
は
、
も
は
や
通
用
し
ま
せ
ん
。
制
度
の
導
入
を
機
に
、
ご

自
身
の
ふ
だ
ん
の
走
り
方
を
今
一
度
振
り
返
り
、
ご
家
庭
で
も
、

ぜ
ひ
こ
の
ル
ー
ル
変
更
を
共
有
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

運転免許更新時講習日程表（４月･５月）

月 日

９

17

14

21

木

金

木

木

13：30
～ 14：00

15：30
～ 17：30

14：30
～ 16：30

曜
日 会　　場 優　良

講　習
13：00
～ 14：00

14：30
～ 15：00

13：00
～ 14：00

14：30
～ 15：00
13：30
～ 14：00

違反・
初回講習

一　般
講　習

４

５

岩内地方文化
セ ン タ ー

岩内地方文化
セ ン タ ー

共和町生涯
学習センター

泊村公民館

※注意　免許有効期限内に講習を受講しなければ免許が失効します。
　　　　泊村公民館での「違反初回合同講習」は廃止されました。

【問合せ】岩内地方交通安全協会連合会（岩内警察署内） 緯62－0110

12：00
～ 13：00

４
月
６
日
㈪
か
ら
15
日
㈬
ま
で

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

《
運
動
の
重
点
》

　

○
通
学
路
・
生
活
道
路
に
お
け
る
こ
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の
安
全

確
保

　

○「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」の
根
絶
や
歩
行
者
優
先
等
の
安
全
運
転
意
識
の
向
上

　

○
自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
の
理
解
・
遵
守

の
徹
底

《「
旗
の
波
」を
実
施
し
ま
す
》

　

村
で
は
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
あ
わ
せ
て
、
土
日
を
除
く
運
動

期
間
中
に
、
街
頭
啓
発
運
動「
旗
の
波
」を
実
施
し
ま
す
。

　

多
く
の
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〇
実
施
予
定
日　

　

４
月
６
日
、
７
日
、
８
日
、
９
日
、
10
日
、
13
日
、
14
日
、
15
日

〇
実
施
期
間　

　

午
前
８
時
〜
８
時
30
分

〇
実
施
場
所　

　

神
恵
内
市
街
地
国
道
２
２
９
号
沿
線

〇
集
合
場
所　

　

役
場
庁
舎
車
庫
棟
前
駐
車
場（
旧
庁
舎
跡
）

　

※

交
通
安
全
旗
を
お
渡
し
し
ま
す
。
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KA
MOENAI

く
らしのガイ

ド

　

村
で
は
毎
年
人
間
ド
ッ
ク
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
検
査
料
金
は
無
料
で
す
の
で
、

多
く
の
皆
さ
ま
の
受
診
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
受
診
期
間　

　

令
和
８
年
４
月
〜
令
和
９
年
３
月
ま
で

▼
対
象
者　

①
40
〜
74
歳
で
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方

②
75
歳
以
上
の
村
民
の
方

③
40
歳
以
上
の
被
保
護
世
帯
の
方

▼
医
療
機
関　

　

神
恵
内
診
療
所
ま
た
は
倶
知
安
厚
生
病
院

▼
検
査
料
金　

　

無
料（
追
加
検
診
も
無
料
で
す
）

▼
検
査
内
容

問
診
、身
体
測
定
、血
液
・
尿
検
査
、心
電
図
、

血
圧
測
定
、
眼
底
検
査
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
査
、
腹
部
超
音
波
検
査
、
前
立
腺
が

ん
検
診
、
大
腸
検
診
、
胃
バ
リ
ウ
ム
検
査

（
ま
た
は
胃
カ
メ
ラ
）、
骨
粗
し
ょ
う
症
検

診
、
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
な
ど（
追

加
検
診
を
含
む
）

■
申
し
込
み

　

４
月
10
日
㈮
ま
で
に
住
民
課
保
健
師
へ

　

※

そ
の
後
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

【 

問
合
せ 

】

　

住
民
課
保
健
師

人
間
ド
ッ
ク
の
お
知
ら
せ

お知らせ

　

次
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
は
、
奨

学
金
返
還
額
の
２
分
の
１
以
内
で
、
年
最
大

24
万
円
の
補
助
を
受
け
ら
れ
ま
す
。（
所
得

制
限
あ
り
）

〇
補
助
制
度
を
受
け
ら
れ
る
方

・
大
学
、
大
学
院
、
高
校
な
ど
に
進
学
し
、

在
学
中
に
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
た
方

・
本
村
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方

・
す
で
に
奨
学
金
を
返
還
し
て
い
る
方
、
ま

た
は
開
始
し
よ
う
と
す
る
方

・
奨
学
金
の
返
還
に
滞
納
が
な
い
方

・
村
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

・
同
種
の
補
助
金
等
の
交
付
を
受
け
て
い
な

い
方

〇
申
請
必
要
書
類

・
奨
学
金
等
の
貸
与
を
証
す
る
も
の
の
写
し

・
奨
学
金
等
の
返
済
に
滞
納
が
な
い
こ
と
を

証
す
る
も
の
の
写
し

・
奨
学
金
等
の
１
年
間
の
返
還
金
相
当
額
が

分
か
る
書
類

・
住
民
票
の
写
し

・
源
泉
徴
収
票

・
卒
業
証
書
等
の
卒
業
の
事
実
を
証
明
で
き

る
も
の

【 

問
合
せ 

】

　

企
画
振
興
課
企
画
振
興
係

奨
学
金
返
還
補
助
制
度

お知らせ

　

令
和
８
年
度
の
漁
港
利
用
に
関
す
る
手
続

き
等
の
ご
案
内
に
つ
い
て
は
、
４
月
上
旬
を

目
途
に
関
係
す
る
皆
さ
ま
方
に
お
届
け
で
き

る
よ
う
準
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
漁

港
利
用
料
の
納
付
は
北
海
道
漁
港
管
理
条
例

に
よ
り
前
納
が
基
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
４
月
か
ら
漁
港
を
利
用
す
る

漁
船
の
漁
港
利
用
料
に
つ
い
て
は
、
４
月
中

に
納
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
留
意
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
用
地
の
使
用
等
に
つ
い
て
も
別
に

使
用
料
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
使
用
す
る
場

合
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

押
印
に
つ
い
て
は
不
要
と
な
り
ま
す
。

【 

問
合
せ 

】

　

産
業
建
設
課
水
産
農
林
係

漁
港
利
用
に
関
す
る
手
続
き

お知らせ

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
台
帳
簿

の
縦
覧

お知らせ
　

令
和
８
年
１
月
１
日
現
在
の
土
地
及
び
家

屋
の
価
格
等
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
縦
覧

で
き
ま
す
。

▼
期
間　

４
月
１
日
㈬
〜
６
月
１
日
㈪

▼
場
所　

財
政
課
窓
口

※
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
代

理
の
方
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

【 

問
合
せ 
】

　

財
政
課
税
務
係

岩
内
地
方
衛
生
組
合

一
般
職
兼
技
能
職
職
員
募
集

お知らせ岩
内
地
方
衛
生
組
合

◆
一
般
職
兼
技
能
職（
社
会
人
枠
）職
員
募
集

▼
受
験
資
格 

 

昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
方
で
、
高
校
卒
業
以
上

の
方

採
用
後
、
岩
宇
４
カ
町
村
内
に
居
住
で
き

る
方

▼
選
考
方
法

作
文
、
適
性
試
験
、
書
類
選
考
お
よ
び
面

接
▼
採
用
予
定
人
数

　

令
和
８
年
度
中
途
採
用　

１
名

▼
募
集
期
間

　

４
月
１
日
㈬
か
ら
５
月
１
日
㈮

　
（
郵
送
は
５
月
１
日
㈮
必
着
）

▼
提
出
書
類

　

・
履
歴
書

　
　

※

衛
生
組
合
Ｈ
Ｐ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

・
卒
業（
見
込
）証
明
書
、
成
績
証
明
書

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

岩
内
地
方
衛
生
組
合　

総
務
課

　

岩
内
郡
岩
内
町
字
敷
島
内
７
１
５
番
地
４

　
　

☎
６
２
・
２
７
３
６
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　令和８年度の特別児童扶養手当及び特別障害者手
当等の手当額が次のとおり変更されました。

【 問合せ 】
　◆後志総合振興局
　　☎０１３６－２３－１９３８
　◆住民課住民係
　　☎７６－５０１１

特別児童扶養手当及び
特別障害者手当等の手当額について

特別児童扶養手当及び
特別障害者手当等の手当額について

特別児童扶養手当（１級）

　　　　〃　　　　（２級）

特 別 障 害 者 手 当

障 害 児 福 祉 手 当

経 過 的 福 祉 手 当

58,450円

38,930円

30,450円
　

16,560円

令和８年度

56,800円

37,830円

29,590円
　

16,100円

令和７年度区　　　　　分

自
衛
官
の
募
集
に
つ
い
て

お知らせ◆
一
般
曹
候
補
生（
第
１
回
）

▼
受
験
資
格

採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
18
歳
以
上
33
歳

未
満
の
方

▼
受
付
期
間

　

３
月
１
日
㈰
〜
５
月
７
日
㈭

▼
試
験
日

　

５
月
16
日
㈯
〜
24
日
㈰

　

※

い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

【 

問
合
せ 

】

　

倶
知
安
地
域
事
務
所

　
　

☎
０
１
３
６
・
２
３
・
３
５
４
０

　

自
衛
官
募
集
相
談
員

　
　

稲
葉
寛
久　

☎
７
６
・
５
２
３
４

　
　

伊
藤
拓
也　

　
　
　

☎
０
９
０
・
８
９
０
３
・
８
８
０
７

岩
内
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
生
募
集
の
お
知
ら
せ

お知らせ◆
技
能
講
習 

①
車
両
系
建
設
機
械（
整
地
等
）運
転
技
能

講
習

▼
日　

程　

５
月
９
日
㈯
〜
10
日
㈰

▼
受
講
料　

14
時
間　

４
８
、０
０
０
円

②
玉
掛
け
技
能
講
習

▼
日　

程　

５
月
11
日
㈪
〜
13
日
㈬

▼
受
講
料　

15
時
間　

２
７
、０
０
０
円

　
　
　
　
　

19
時
間　

３
２
、０
０
０
円

③
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習

▼
日　

程　

５
月
14
日
㈭
〜
16
日
㈯

▼
受
講
料　

16
時
間　

４
９
、０
０
０
円

　
　
　
　
　

20
時
間　

５
５
、０
０
０
円

　
　
　
　
　

④
高
所
作
業
車
運
転
技
能
講
習

▼
日　

程　

５
月
17
日
㈰
〜
18
日
㈪

▼
受
講
料　

12
時
間　

４
６
、０
０
０
円

　
　
　
　
　

14
時
間　

４
８
、０
０
０
円

⑤
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

▼
日　

程　

５
月
19
日
㈫
〜
22
日
㈮

▼
受
講
料　

11
時
間　

２
５
、０
０
０
円

　
　
　
　
　

31
時
間　

５
６
、０
０
０
円

○
パ
ソ
コ
ン
活
用
科

　

ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

等
の
基
本
操
作
を
学
び
、
関
連
す
る
資
格
取

得
を
目
指
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
に

関
す
る
基
礎
知
識
を
習
得
す
る
。

▼
訓
練
期
間

　

５
月
19
日
㈫
〜
８
月
18
日
㈫

　

土
、
日
、
祝
日
、
お
盆
は
休
み

▼
受
講
料　

無
料

　

※

別
途
テ
キ
ス
ト
代
、
検
定
料
が
か
か
り

ま
す
。

▼
対
象
者

　

求
職
者
及
び
離
職
者

▼
締
切

　

４
月
16
日
㈭

【 

問
合
せ 

】

　

岩
内
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
６
２
・
２
１
８
３

１．試験日時
　　８月２５日（火）１３時３０分～１６時
２．試験地
　　札幌市
３．受験料
　　６,９００円に相当する額面の北海道収入証紙
４．試験科目及び試験方法
　　食文化概論、公衆衛生学、栄養学、食品学、食

品衛生学及び調理理論についての筆記試験
５．受験資格
　　病院等の施設や飲食店営業において令和８年５
月１５日までに２年以上調理の業務に従事した
者。

６．願書受付期間
　　４月３０日（木）～ 5月１５日（金）
　※詳細は下記のＵＲＬまたはＱＲを確認ください。
　　https://www.pref.hokkaido.lg.jp/

hf/kth/kak/tkh/sikaku/
chourishi-shiken-home.html

７．受験願書提出先・問い合わせ先
　　北海道岩内保健所　企画総務課企画係
　　☎６２－１５３７

令和８年度調理師試験の
実施について

令和８年度調理師試験の
実施について
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　教育委員会では子どもたちの健全育成を目的に、次のとおり助成制度を設けています。該当される方はお早
めに申請手続きをお願いします。

①教育資金援助制度
　内　　容：高校・高専・その他教育機関入学時に３万円を支給します。
　受給資格：高校・高専・その他教育機関に在学している生徒の保護者が村内に住所を有すること。　
②高等学校生徒通学費等助成制度
　内　　容：高等学校生徒の通学費及び下宿に要する経費の一部を助成します。
　　　　　　・公共交通機関定期券購入費の３分の２以内の額
　　　　　　・下宿費月額の３分の２以内（上限２万円）の額
　受給資格：高等学校生徒の保護者が村内に住所を有すること。村税等の滞納がない方。　
③奨学金給付制度
　内　　容：短大、高専（4～5年）、専門学校、大学及び大学院（修士課程・博士課程）の正規修学年限において、

授業料に相当する月額負担額の２分の１以内（上限２万円）の額を補助します。
　受給資格：保護者が村内に住所を有すること。村税等の滞納がない方。　
④学校給食費補助制度(申請の必要はありません)
　内　　容：神恵内小・中学校に在籍する児童生徒の学校給食費を無償化します。 
　受給資格：神恵内小・中学校に児童生徒が在籍していること。　
⑤各種検定料補助制度
　内　　容：漢字検定・英語検定・数学検定の検定料の３分の２を補助します。
　受給資格：神恵内小・中学校及び高等学校に児童生徒が在籍し、保護者が村内に住所を有すること。　
⑥インターネット学習等支援助成制度
　内　　容：スタディサプリ（ベーシックコース）・練成会オンライン・進研ゼミ等の通信学習の利用料を補

助します。補助上限はスタディサプリ（ベーシックコース）の利用料の３分の２までとなります。
　受給資格：神恵内中学校に生徒が在籍し、保護者が村内に住所を有すること。　
　※①～③の申請方法等

在学証明書、健康保険証など子どもを扶養していることがわかる書類の写しを持参のうえ、教育委員会へ
お申込みください。　

【 問合せ 】教育委員会総務係（＊＊７６－５０２０）

村の教育関係支援制度について村の教育関係支援制度について

子育て支援センター子育て支援センター

１　子育て相談

２　親と子のふれあい広場

３　その他

　神恵内村地域子育て支援センター（保育所２階）では、本年度も次の事業を実施します。

①来所子育て相談　週５回（月～金）
②訪問子育て相談　週２回（水・金）
③電話子育て相談　週５回（月～金）

就学前児童とその親を対象に開設しています。
　＊ご利用を希望される方は、神恵内保育所
　　までお問合せください。

＊支援センターにある絵本の貸出
＊保育所児の行事に参加(運動会等)
＊「支援センターだより」の発行

【 問合せ 】神恵内保育所
　　　　　☎７６－５０７０
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【総務課】
■総務課長（再任用）
　阿部　　賢（住民課長）
■総務課長補佐兼情報係長
　小田嶋剛史（総務課長補佐兼情報係長兼広報統計係長）
■広報統計係長兼総務係
　吉岡　尚吾（広報統計係兼総務係）
　
【財政課】
■課長補佐兼財政係長兼地籍調査係長
　阿久津由希子（企画振興課長補佐係兼企画振興係長兼
　　　　　　　　商工観光係長）
■管財係長兼財政係
　小杉　　愛（財政係兼管財係兼地籍調査係）
■税務係兼固定資産評価係
　川崎みつき（総務課総務係兼広報統計係兼情報係）

【産業建設課】
■建設水道担当課長兼土木係長兼治山係長
　野崎　欽弘（建設水道担当課長兼水道施設管理者）
■水道施設管理者兼水道係長
　松館　暢俊（教育委員会次長）

【企画振興課】
■商工観光係長
　白濱　慶丞（産業建設課土木係長兼水道係長兼治山係長）
■企画振興係長
　梅田　晋伍（企画振興係兼商工観光係）

【住民課】
■住民課長
　長浜　伸志（議会事務局長）
■福祉係長兼国民健康保険係長
　大西　　威（教育委員会総務係長兼学校教育係長兼
　　　　　　　社会教育係長）

【出納課】
■係長
　岡部　奉子

【教育委員会】
■主幹兼総務係長兼学校教育係長兼社会教育係長
　奥川　賀久（住民課長補佐兼福祉係長兼国民健康保険係長）
■総務係兼学校教育係兼社会教育係
　横山　　佑（財政課税務係兼固定資産評価係兼地籍調査係）

【議会事務局】
■局長
　村井　孝行（財政課長補佐兼財政係長兼管財係長兼
　　　　　　　地籍調査係長）

【離　任】 お世話になりました。（３月３１日付）
■企画振興課商工観光係
　佐藤　広空（北海道より派遣）

村の人事
【転　入】
■小学校
　見上　　穣（教　　諭）←岩内町立岩内東小学校
　今　　祐斗（教　　諭）←黒松内町立黒松内小学校
■中学校
　秋元　孝之（教　　諭）←真狩村立真狩中学校
　田原　　翼（教　　諭）←新規採用
　廣川　　諄（教　　諭）←新規採用
【転　出】
■小学校
　林　　利臣（教　　頭）→留寿都村立留寿都中学校
　岩田千代香（教　　諭）→真狩村立真狩小学校
■中学校
　本間　一徳（教　　頭）→積丹町立美国中学校
　山根はるみ（教　　諭）→積丹町立美国中学校
　檜垣　　健（教　　諭）→岩内町立岩内中央学園
　林　　一行（教　　諭）→小樽市立潮見台中学校　
　佐々木まさみ（教　　諭）→小樽市立菁園中学校
　渡邉さくら（養護教諭）→喜茂別町立喜茂別小学校
　久保田　繁（事務職員）→小樽市立稲穂小学校
【退　職】
　中元　麻理（教　　諭）

教職員の異動〈令和８年４月１日付〉
※（　）は前職

【新規採用】 よろしくお願いします。

【着　　任】 よろしくお願いします。 

■企画振興課
　企画振興係兼商工観光係

　幾島　宏哉

■産業建設課
　水産農林係

　米澤　偉智

■産業建設課
　土木係兼治山係兼水道係

　柿村　祐希

■総務課
　総務係兼広報統計係

　細川　あいり

■企画振興課
　商工観光係

　岡田　将太朗

　（北海道より派遣）

い さと

ゆたか

しゅん



人人 ののううごごきき
世帯数　４３８世帯〔＋　１〕〔－　６〕

人　口　　７１３人〔－　３〕〔－２５〕

　男　　　３４７人〔±　０〕〔－１２〕

　女　　　３６６人〔－　３〕〔－１３〕

前月比／前年比 地区別の戸数／住民数

神恵内　３２５世帯／５５５人

赤　石　　５１世帯／　７２人

珊　内　　２９世帯／　３９人

川　白　　３３世帯／　４７人

【令和８年２月28日現在】
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か
も
え
な
い

４
月
号
（
№
7
4
1
）

　

今
年
は
雪
解
け
が
早
く
、
３
月
中
か
ら

春
の
日
差
し
が
暖
か
く
感
じ
ら
れ
る
日
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
暖
か
い
日
に

は
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
過
ご
し
た
く
な
り

ま
す
が
、
年
度
末
は
何
か
と
せ
わ
し
な
い

日
が
続
い
て
、「
春
眠
暁
を
覚
え
ず
」と
い

っ
た
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
心
地
よ
い
眠
り

の
時
間
を
と
る
こ
と
も
で
き
な
い
人
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

新
生
活
の
準
備
、
年
度
納
め
の
作
業
、

旅
立
つ
人
へ
の
送
別
、
新
し
い
仲
間
を
迎

え
入
れ
る
準
備
、
と
、
も
し
か
す
る
と
師

走（
僧
侶
が
忙
し
く
走
り
回
る
時
期
、
と

い
う
説
が
有
名
）よ
り
も
忙
し
い
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
し
ま
う
３
月
。
こ
の
月

は
卯
月
と
い
い
、
こ
の
時
期
に
ウ
ツ
ギ
と

い
う
白
い
花
が
咲
く
こ
と
か
ら
名
付
け
ら

れ
た
と
い
う
説
や
万
物
が
産
ま
れ
、
新
し

い
命
が
あ
ふ
れ
る
初（
う
ぶ
）の
季
節
か
ら

来
て
い
る
と
い
う
説
、
稲
の
苗
を
植
え
る

植
月（
う
え
つ
き
）を
由
来
と
す
る
説
が
あ

る
そ
う
で
す
。
新
し
い
環
境
に
身
を
置
く

人
た
ち
が
、
そ
の
場
所
で
能
力
を
開
花
さ

せ
る
の
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
今
の
時
期

に
ぴ
っ
た
り
の
和
風
月
名
で
す
ね
。

　

今
月
か
ら
神
恵
内
村
役
場
に
も
５
人
の

新
し
い
仲
間
が
増
え
、
３
月
か
ら
役
場
に

入
っ
た
松
屋
さ
ん
を
入
れ
る
と
６
人
の
新

し
い
力
が
産
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
新
し
い

力
と
、
今
ま
で
経
験
を
積
み
重
ね
て
き
た

力
が
影
響
を
与
え
あ
い
、
ま
た
、
刺
激
し

合
い
な
が
ら
大
き
な
一
つ
の
力
と
し
て
神

恵
内
村
の
た
め
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
仲
間
に
つ
き
ま
し
て
は
広
報
紙

３
月
号
、
４
月
号
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す

の
で
お
見
か
け
の
際
は
ぜ
ひ
お
声
が
け
く

だ
さ
い
。 編

集
後
記

編
集
後
記

改正労働安全衛生法が施行されます
　本年４月１日から改正労働安全衛生法が施行さ
れ、①注文者に対して個人事業者等の保護、②事業
者に対して高年齢者の労働災害防止の取組が義務
づけられます。
　詳しくは厚生労働省ＨＰをご覧ください。

クリーン作戦を行います

善意に感謝します善意に感謝します

■ ふるさと応援寄附金（前回広報掲載分～３月20日） ■
　計７件　…………………………………　６万７千円

■ 一般寄附金 ■
岩内町　岩内建設協同組合
　代表理事　吉本　正則　さんより
　防災資機材整備費用として役立ててください
　　……………………………………　１，５００万円
岩内町　株式会社　進栄
　代表取締役　進藤　竹則　さんより
　教育振興に役立ててください
　　村へ　……………………………………　１０万円
氏名非公表
　　村へ　………………………………………　５万円

　清潔で潤いのあるクリーンな神恵内村をつくり
上げていくため、毎年恒例の「クリーン作戦」を下
記のとおり実施いたします。
　村民皆様の多数のご参加をお待ちしています。
村民全員でクリーンな神恵内村を作りましょう！

■日　時　４月２６日（日）午前９時

※参加される方は、軍手等の持参をお願いします。

【 問合せ 】企画振興課企画振興係

厚生労働省　北海道労働局
　　　　　　労働基準監督署（支署）

お住まいの地区

１～４班の方

５～７班、
14班の方

８～10班、
12班の方

国道229号神恵内橋
及び古宇川河川敷

旧出町荘まで

11、13班の方 旅行村まで

赤石１班の方 二ノ目川まで

赤石２班の方 大森橋まで

旧温泉998（茶屋町
橋経由）まで ※神恵
内橋付近河川敷含む

収集していただく範囲 集合場所

役場前

赤　石
集会所

神
　
　
恵
　
　
内

赤
　
石

ごめいふくをお祈りしますごめいふくをお祈りします
神恵内　佐　井　ひふみ さん（７０歳）

３月２１日死去



神恵内村原子力エネルギー広報カレンダー

かもエナジかもエナジかもエナジかもエナジ vol.275

このカレンダーは、広報・調査等交付金事業でつくられています。

　原子力発電に関する知識の普及や住民の生活に及ぼす影響に関する調査などを

目的に、北海道の広報・調査等交付金を活用した様々な事業を実施しています。

令和７年度は以下の事業を実施しました。

令和７年度に実施した
広報・調査等交付金事業

について紹介します

原子燃料サイクル施設等村民見学会事業
　令和７年10月22日から24日までの３日間、村民を対象に原子燃料サイクル施設等村民見学会を実施しました。青森県の六ヶ所原子燃料サイクル施設ＰＲ館や

高レベル放射性廃棄物貯蔵管理センターと合わせて東通原子力発電所を見学し、原子燃料サイクルの仕組みや原子力発電について見学・学習しました。

その他にも「かもエナジー」や「原子力防災のしおり」など、原子力に関する印刷物の発行や
原子力に関する研修への職員派遣などに広報・調査等交付金を活用しています。

六ヶ所原子燃料サイクル施設ＰＲ館

　ＰＲ館は、原子燃料サイクルの基礎知識を館内の展

示物を交えて分かりやすく学ぶ事のできる施設です。

高レベル放射性廃棄物等についての展示もあります。

高レベル放射性廃棄物貯蔵管理センター

　普段見学することの難しい管理区域を見学できまし

た。足下のオレンジ色のフタの下で高レベル放射性廃

棄物を安全に保管しています。

東通原子力発電所

　屋外から原子炉建屋や防潮堤などの安全対策を見学

しました。原子炉建屋の内部はＶＲゴーグルを使用し

て見学しました。



役　　　　　　　場　７６－５０１１
消 防 神 恵 内 支 署　７６－５５００
社 会 福 祉 協 議 会　７６－５９０８
地域包括支援センター　７６－５９９５
漁 村 セ ン タ ー　７６－５６７２

金･土･日･祝休

土･日･祝休

火･金休

月休

令和８年
2026年
令和８年
2026年

DR
AGONTA

KAMOENAI

神 恵 内 診 療 所　７６－５２２６
歯 科 診 療 所　７６－５９４５
珊 内 ぬ く も り 温 泉　７７－６１３１
か も え な い 竜 神 温 泉　７６－５０２６
観光情報センター（道の駅）　７６－５８００
神 恵 内 警 察 官 駐 在 所　７６－５２１２

ごみの収集ごみの収集ごみの収集

区　　　分 全　　村 料　　金出　し　方

黄色の指定ごみ袋

青色の指定ごみ袋

透明か半透明の袋 無料

５㍑ 10枚入 １５０円
10㍑ 10枚入 ３００円
20㍑ 10枚入 ６００円
40㍑  5枚入 ５００円

１枚単位　１００円

月曜日・金曜日

火　曜　日

水　曜　日

燃やせるごみ

燃やせないごみ

資　　源　　物

大　型　ご　み ごみ処理券を２枚貼付
（事前申込制）

５月21日、７月23日
９月17日、11月19日

※指定ごみ袋に入らない燃やせるごみ・
燃やせないごみの小型ごみは、100円
のシールを１枚貼って、それぞれの収
集日に出してください。

４月６日(月) ～４月１５日(水）
春の全国交通安全運動

６日(月)～１０日(金)、１３日(月)～１５日（水）
午前８時００分～午前８時３０分

交通安全街頭啓発「旗の波」

卯 月
うづき

月４

４月１日（水）・８日（水）・１５日（水）・２２日（水）
しりべし弁護士相談センター かもえない竜神温泉行バス

＊予約受付：平日午前１０時～午後４時
＊住　　所：岩内町高台８４－３（佐藤精肉店隣）
＊電　　話：６２－８３７３（事前予約制）

４月２３日（木）
相談時間：午前9時～午後１時
場　　所：岩内地方文化センター
電　　話：０１３４－３３－５０２６
　　　　　（事前予約制）

（日本年金機構小樽年金事務所）

年金相談 移動支援サービス
「たつ姫号」

時間：午前８時30分
　　　　～午後５時（平日のみ）
電話：090－9109－5768

毎月１回開催
こころの健康相談女性の健康相談

時 間：午後１時～午後３時
場 所：岩内保健所
電 話：６２－１５３７
　　　（事前予約制）

４月２３日（木）
時 間：午後２時～
場 所：岩内保健所
電 話：６２－１５３７
　　　（事前予約制）

村内バス（　）運行日：火～金曜日（祝日除く）
温泉への移動には、しおかぜライン（　）もご利用ください（青少年旅行村入口）
●川白⇒温泉　　 １１：４０発　　　●温泉⇒川白　　 １４：１０発　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １３：４８発（平日におすすめ）
　　　　　　　　 １６：００発　　　　　　　　　　　 １８：４８発（土日祝におすすめ）
※しおかぜラインの記載されているものは一部です。その他の便もご利用いただけます。

村

村
し

し

村

し
し

村長室ふれあいトークのお知らせ
　村長室ふれあいトークの日時は変更となる可能性がありま
す。希望される方は必ず役場総務課へ事前にご連絡ください。
今月は４月７日（火）午後３時～５時３０分を予定しております。

日日日 月月月 火火火 水水水 木木木 金金金 土土土

　
　
　
　
　

　
　
　
岩内協会病院　　62-1021
アイン薬局岩内店  62-5150

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
岩内協会病院　　62-1021
ココカラファイン薬局岩内店 61-4774

　
　
　
小学校入学式（10:00～）
中学校入学式(13:30～）

　
　
　
　
　

　
　
保育所入所式（10:00～）
無料法律相談
（13：00～/漁村センター）

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
岩内協会病院　　62-1021
若林調剤薬局　　62-0698

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　
クリーン作戦（9:00～）
岩内協会病院　　62-1021
アイン薬局岩内店  62-5150

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
移動窓口
（13:30～/珊内集会所
　15:00～/川白ふれあいセンター）

　
　
　
りはるinかもえない
（13：45～/漁村センター）

　
　
　
岩内協会病院　　62-1021
日の出薬局      　62-2250

　
　
　
行政相談

（10：00～12：00/漁村センター）

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

昭和の日

道民交通安全の日

保-神１･２班

保-神３･４班

保-神５･６班

保-神７･８班

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

先負 仏滅 大安 赤口

先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝

友引 先負 仏滅 大安 赤口 先負 仏滅

大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安

赤口 先勝 友引 先負 仏滅
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